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＜参考＞

１．国際勧告等との関連

　本標準は、１９８８年ＣＣＩＴＴ総会において承認された勧告Ｉ．２５２（Ｉ．２５２．１、Ｉ．２５

２．６）および１９９２年８月に加速勧告化手続きにより承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２５２（Ｉ．２

５２．２、Ｉ．２５２．３、Ｉ．２５２．４、Ｉ．２５２．５）および１９９７年５月にＩＴＵ－Ｔにお

いて勧告化が承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２５２（Ｉ．２５２．７）に準拠している。

２．上記国際勧告等に対する追加項目等

2.1　オプション選択項目

　な　し

2.2　ナショナルマター項目

　な　し

2.3　上記国際勧告より削除した項目

　な　し

2.4　その他

　(1)　ＩＴＵ－Ｔ勧告との章立て構成比較表

ＩＴＵ－Ｔ勧告 本標準
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Ｉ.２５２.２
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〔Ⅰ〕
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〔Ⅶ〕
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３．改版の履歴 

 

 版 数 発  行  日 改 版 内 容 

 第１版  １９８９年４月２８日  制 定 

 

 

 

 

 

 

第２版 

 

 

 

 

 

 １９９３年４月２７日 

 

 

 

 

 

 １９９２年８月に加速勧告化手続

きにより承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告

Ｉ．２５２に対応する修正（Ｉ．２

５２．２、Ｉ．２５２．３、Ｉ．２

５２．４）および追加（Ｉ．２５

２．５）をした。 

 第３版 １９９７年１１月２６日 １９９７年５月にＩＴＵ－Ｔにおい

て勧告化が承認されたＩＴＵ－Ｔ勧

告Ｉ．２５２（Ｉ．２５２．７）の

新規制定に伴う改版および記述形態

変更に対応する〔Ⅰ〕章の変更をし

た。 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 
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概　要

　本標準は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２１０の手法を用いて、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０で定義される第１ス

テージでのサービス記述法を与えるものである。

　付加サービスは、文章による説明（ステップ 1.1）と動的記述（ステップ 1.3）により記述される。ＩＴ

Ｕ－Ｔ勧告Ｉ．１４０で定義されるような属性値による記述法の本標準への適用は今後の検討課題である。

　本標準で記述する呼提供付加サービスを以下に示す。

　ＪＴ－Ｉ２５２ 〔Ⅰ〕コールトランスファ（ＣＴ）

〔Ⅱ〕ビジー時着信転送（ＣＦＢ）

〔Ⅲ〕無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）

〔Ⅳ〕無条件着信転送（ＣＦＵ）

〔Ⅴ〕呼毎着信転送（ＣＤ）

〔Ⅵ〕代表（ＬＨ）

〔Ⅶ〕イクスプリシット・コールトランスファ
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〔Ⅰ〕　コールトランスファ

１．定　義

　コールトランスファ（ＣＴ）は、ユーザが、設定した呼を第三者に転送することを可能にする付加サー

ビスである。元の呼にとっては、サービスされるユーザは、発信側か、着信側のどちらでもよい。（つま

り、それは、着信呼か、発信呼のどちらでもよい。）このサービスは、転送付加サービスとは異なる。転

送サービスは、完全に呼設定された状態にない着信呼を処理するものであり、一方、コールトランスファ

の場合は、エンド－エンドで接続されている確立した呼が存在する。

２．解　説

2.1　概　要

　コールトランスファには３つの方法が確認されている。

　１つの方法は、“ノーマルコールトランスファ”と呼ばれるもので、3.2 通常手順として記述される。

他の２つの方法は、3.4 代替手順として記述される。これらの方法の起動は、異なっているが、コールト

ランスファの本質的な操作は、サービスされるユーザが設定している呼を呼設定している相手と、第三者

との間の新しい呼に変更するものである。サービスされるユーザが、効果的に呼の転送を行うことができ

る三者通話サービスの中に、いくつかの段階があることに注意すべきである。（三者通話付加サービスを

参照）

2.2　特殊用語

2.2.1　サービスされるユーザと相手

　サービスは、起動フェースと活性フェースの間では、サービス享受ユーザの制御下におかれる。ここで、

サービス享受ユーザとは、コールトランスファ付加サービスに加入したユーザである。このユーザをＡと

する。このサービスに関与する相手は、以下のように定義される。

　－ユーザＢは、元の呼、（Ａ←→Ｂ）における相手側である。

　－ユーザＣは、次の呼、（Ａ←→Ｃ）における第三の相手である。

2.3　テレコミュニケーションサービスの適用する場合の条件

　この付加サービスは、電話サービスと、音声や、3.1kHz オーディオのベアラサービスに適応されたと

き、意味を持つ。

　さらに、これは、他のサービスに対しても、意味を持つようになるかもしれない。

３．手　順

3.1　サービス提供／取消

　コールトランスファは、サービス提供者との事前処理により契約する。加入申し込みすると、サービス

提供者によりノーマルコールトランスファかまたは、代替手順（シングル－ステップコールトランスファ

か、イクスプリシット・コールトランスファ）となる。

　サービスの取消は、加入者の要求かサービス提供者の側の理由によりなされる。

3.2　通常手順

3.2.1　活性／非活性／登録

　規定されない。
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3.2.2　シーケンスの起動と動作

　サービス享受ユーザであるユーザＡは、ユーザＢとの間に設定している呼を、ユーザＢと第三者である

ユーザＣとの間の呼（効果的に）に転送する。サービス享受ユーザ（ユーザＡ）が、サービス提供者に対

して、ノーマルコールトランスファの開始を要求すると、サービス提供者は、ユーザＢとの間に既に設定

されている呼を保留する。それから、ユーザＡは（ユーザＣとの間に）二番目の呼の設定を行う。

　ユーザＡからのコールトランスファが終了すると、サービス提供者は、ユーザＡと他の２つのユーザの

間の接続を解除する一方で、ユーザＢとユーザＣを呼接続する。（サービス提供者が、Ａ＜－＞ＢとＡ－

＞Ｃの呼からｂ－＞Ｃの呼の設定までの資源を再利用する範囲は、サービス提供者のオプションであ

る。）

（注）Ｂ－＞Ｃへの呼設定の結果、ユーザＣは、着呼側の全ての関連特性を持つが、ユーザＢは、必ずし

も発呼側の全ての特性を持つわけではなく、ユーザＢが、ユーザＡに着呼したかどうかにより、ど

のようなサービスや、どのような付加サービスが関与しているかによる。

　あるネットワークでは、ユーザＡが、ユーザＣとの接続の確立の間か、または、その後のどちらかで、

コールトランスファを要求できる。

　サービス提供者は、オプションとして、ユーザＢとＣに転送を通知し、相互接続の状態とユーザＢとＣ

によって申し込まれた付加サービスに依存するが、ユーザＣの番号をユーザＢに示し、ユーザＢの番号を

ユーザＣに示す。

3.3　例外手順

3.3.1　活性／非活性／登録

　規定されない。

3.3.2　シーケンスの起動と動作

　サービスを起動したユーザがコールトランスファサービス（または、要求されたサービスオプション）

を契約していない場合には、サービス要求は拒否される。ユーザは、拒否の原因を通知され、元の呼であ

るＡ＜－＞Ｂは、転送が受付られる前の状態に戻る。

　もし、ユーザＡのユーザＣへ接続の試みが成功しない（つまり、ユーザＣが話中）場合には、ユーザＡ

は、それを通知され、

　(a)　元の呼であるＡ＜－＞Ｂに戻るか、 (b)　新しい接続（Ｃか他の相手）を試みるかのどちらかが可

能になる。図７－２／ＪＴ－Ｉ２５２　〔Ⅰ〕参照。

　ネットワークがユーザＢとユーザＣの接続に成功しなかった場合（つまり、ユーザＣが話中の場合か、

ネットワークが輻輳している場合か、転送制限に違反する場合である。）には、転送要求は拒否される。

ユーザは、拒否理由を通知され、２つの呼は、要求が受け付けられる前の状態にもどる。

3.4　代替手順

3.4.1　活性／非活性／登録

　規定されない。

3.4.2　シーケンスの起動と動作

3.4.2.1　シングル－ステップコールトランスファ

　この手順において、サービス享受ユーザは、設定された呼（ユーザＢ）から他のユーザ（ユーザＣ）へ、
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はじめに、ユーザＣへ呼を設定することなしに、転送することが可能である。シングル－ステップコール

トランスファが起動されると、サービス享受ユーザは、ユーザＣのアドレスをサービス提供者に示す。そ

れから、サービス提供者は、ユーザＢと、ユーザＣとの間に呼接続を設定して、サービス享受ユーザであ

るユーザＡは、元の呼であるユーザＢとの接続を切断される。

　もし、ユーザＣに対するシングル－ステップコールトランスファが失敗しても、サービス提供者は、Ａ

←→Ｂの呼の回復を要求されないことに注意すべきである。また、ユーザＣに対する呼の設定の過程は、

特に、Ａ←→Ｂの呼が回復されない場合には、ユーザＢに通知される必要がある。

3.4.2.2　イクスプリシット・コールトランスファ

　この手順において、サービス享受ユーザＡは、すでに、ユーザＢとの間に設定さた呼を保留しており、

その他のユーザ（ユーザＣ）に呼を設定するか（ユーザＣからの）着信呼を受け付けることを続行する。

もし、ユーザＡのユーザＣへの呼接続の試みが失敗した場合には（ユーザＣが、話中）ユーザＡは、通知

され、

　 (1) 　元の呼であるＡ←→Ｂにもどるか、

　 (2) 　新しい呼（Ｃか、または、他の相手）への接続を試みるかのどちらかが可能になる。

　　　（図７－２／ＪＴ－Ｉ２５２　〔Ⅰ〕を参照）

　それから、ユーザＡは、明示的にユーザＢとの呼をユーザＣに転送することを要求する。（比較すると、

ノーマルコールトランスファ手順では、サービス提供者は、２つの呼（Ａ＜－＞Ｂと（Ａ－＞Ｃ）が関係

することを知っているが、Ａ－＞Ｃへのノーマルコールトランスファの完了の要求は、暗に、ユーザＣと

ユーザＢの接続を意味している。）あとの手順は、ノーマルコールトランスファ（失敗した場合の例外手

順を含め）と同じである。

４．課金のための網機能

　課金原則は、この標準の範囲外である。

５．相互接続での要求条件

　今後の検討課題。

６．他の付加サービスとの相互作用

6.1　コールウエイティング

　サービス享受ユーザＡは、ユーザＢと呼設定されていて、ユーザＢをユーザＣへ転送することを希望し、

ユーザＡ、Ｂ、Ｃとは、すべてコールウエイティングサービスに加入していると仮定する。もし、ユーザ

Ｄからの呼を受けたとすると、

　 (1) 　ユーザＡがノーマルコールトランスファを起動している場合

　　　－もし、ユーザＤがユーザＡをコールするのが、ＡがユーザＢとユーザＣの転送を要求する前であ

れば、ユーザＡは、コールウエイティング表示を受け取るであろう。ユーザＢがユーザＣに転送

された場合は、Ｂチャネルは、通常アイドル状態になり、ユーザＡは、コールウエイティング呼

を受け入れることができるようになる。

　　　－ユーザＤがユーザＢをコールする場合には、ユーザＢは、待っている呼を受け入れるために、通

常コールウエイティング手順を使うであろう。（むしろ、一度、ユーザＣへの転送は、完了され

る。）もし、ユーザＢがユーザＡと呼設定している間にコールウエイティング表示が来た場合に

は、そのコールウエイティング表示は、ユーザＢからユーザＣへの転送によって影響を及ぼされ

ない。
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　　　－もし、ユーザＤが転送過程（ユーザＣがユーザＡへの話中呼を予約されている間）にユーザＣに

コールした場合には、コールウエイティング表示は、ユーザＣに与えられるであろう。ユーザＣ

は、その時、待っている呼を受け入れるために、ノーマルコールウエイティングを使うことがで

きる。（むしろ、一度、その呼は完了される。）

　 (2) 　ユーザＡがシングル－ステップコールトランスファを起動した場合

　　　－ユーザＡは、転送の前か途中にはコールウエイティング表示を受け取るかもしれない。

一度、シングル－ステップコールトランスファを起動すると、ユーザＡは、ユーザＢとの呼を切

断され、Ｂチャネルは、通常、アイドル状態になり、ユーザＡは、コールウエイティングを受け

取ることが可能になる。

　　　－ユーザＢが転送の起動の前かその途中には、コールウエイティング表示を受け取る。ユーザＢは、

待っている呼を受け入れるために、ノーマルコールウエイティング手順を使うことができる。

（むしろ、一度、転送は完了される。）もし、転送が成功しない場合（例えば、ユーザＣが話

中）は、ユーザＢは、通常、呼を解放しＢチャネルをアイドル状態にして、ユーザＢは、待って

いる呼を受け入れるのが可能になる。

　　　－もし、ユーザＤからの呼がＡからの呼の後にユーザＣの場所に着いた場合には、ユーザＣは、コ

ールウエイティング表示を受け取る。このコールウエイティング表示は、ユーザＣへのユーザＢ

の呼の転送によって影響されない。ユーザＣは、待っている呼を受け入れるために、ノーマルコ

ールウエイティング手順を使うことができる。（むしろ、転送は、一度完了される。）もし、ユ

ーザＤからの呼が、ユーザＡからの呼の前に着いた場合には、ユーザＡからの呼はコールウエイ

ティングの扱いで受ける。

　 (3) 　ユーザＡが、イクスプリシット・コールトランスファを起動した場合

コールウエイティングと、ユーザＡ、Ｂ、Ｃとの相互作用は、上記 (1)と同じである。

6.2　コールトランスファ

　通常の通話において、各々がコールトランスファサービスに加入している（ユーザＡとユーザＢの）両

方のユーザが、呼を同時に転送することは可能である。それは、もし、ユーザＡとＢが、呼の設定時に通

信中であれば、ユーザＡは、ユーザＣに呼転送を行うことができ、ユーザＢは、ユーザＤに呼転送を行う

ことができることを意味している。呼設定中信号や他の通知は、信号が着いた時に適当な側に転送される。

Ｃ Ａ Ｂ Ｄ

6.3　接続先番号通知（ＣＯＬＰ）

　ユーザＡは、ユーザＢと呼設定をしており、ユーザＢとの呼をユーザＣに転送したいと仮定する。ユー

ザＣがその番号の表示を拒否した場合を除くと、ユーザＣの番号は

　　－もし、ユーザＢがＣＯＬＰを使うならばユーザＣへの転送の成功完了と同時に、（ユーザＡにより、

起動される手順のタイプには、独立に）ユーザＢに表示される。

　　－ユーザＡが、ノーマルかイクスプリシットなコールトランスファ手順を使用中であり、ＣＯＬＰを

申し込んでいるときには、ユーザＡに表示される。もし、ユーザＡが、シングル－ステップコール

トランスファ手順を起動したならば、着信側の番号は、ユーザＡには与えられない。

　（注）番号の表示は、もし、ＩＳＤＮでない網との相互接続がコールトランスファ中に起動されたなら

ば不可能である。
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6.4　接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）

　ユーザＡが、ユーザＢと呼を設定していて、このユーザＢとの呼をユーザＣに転送したいと仮定する。

　もし、ユーザＣがＣＯＬＲを申し込んでいると、ユーザＡは、自分がどのようなコールトランスファ手

順を起動しようとも、ユーザＣの番号を受け取ることはできない。また、ユーザＢは、ユーザＢからユー

ザＣへの転送の間は、ユーザＣの番号を受け取ることはできない。

6.5　発信者番号通知（ＣＬＩＰ）

　ノーマルとイクスプリシット・コールトランスファでは、ユーザＡは、その番号をユーザＣに表示する。

また、もし、以下でなければ、ユーザＢは、ユーザＣへその番号を表示する。

　 (1) 　ユーザＡ、または、ユーザＢが番号通知制限を持っているかまたは、

　 (2) 　コールトランスファ過程が、ＩＳＤＮではない網との相互接続を要求する。

　シングル－ステップコールトランスファでは、もし、ユーザＣが、ＣＬＩＰを申し込んでいるならば、

もし、以下で、なければ、彼は、ユーザＢの番号を受け取る。

　 (1) 　ユーザＢが、番号通知制限をもっているかまたは、

　 (2) 　コールトランスファ過程が、ＩＳＤＮでない網の相互接続を要求している。

　ユーザＣもまた、以下でなければ、転送元としてのユーザＡの番号を受け取る。

　 (1) 　ユーザＡが、番号通知制限をもっているかまたは、

　 (2) 　コールトランスファ過程が、ＩＳＤＮでない網との相互接続を要求している。

6.6　発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）

　ユーザＡが、ユーザＢと呼を設定していて、ユーザＢとの呼をユーザＣに転送したいと仮定する。

　ユーザＡが、どのようなコールトランスファを起動しても、ユーザＡがＣＬＩＲを申し込んでいるなら

ば、ユーザＣは、ユーザＡの発信番号を受け取ることはない。もし、ユーザＢが、ＣＬＩＲを申し込んで

いるならば、ユーザＣは、ユーザＢのユーザＣへの転送の間には、発信番号をうけとることはない。

6.7　閉域接続（ＣＵＧ）

　ＣＵＧの意味は、ある範囲では、接続を行い、他は、禁止することである。コールトランスファは、そ

の意味に妥協してはいけない。

　ユーザＡが、ユーザＢと呼を設定している状態で、ユーザＢとの呼をユーザＣに転送したいと仮定する。

ＣＵＧの要求と制限を考えると、転送過程（３つすべての手順）は、３つの分離したコールプロシーディ

ングとみなされる。

　 (1) 　ユーザＡとユーザＢが、元の呼を設定したとき、もし、ユーザＡとユーザＢの両方か、または、

どちらかが、ＣＵＧの番号であったなら、ＣＵＧの要求は、両者が、接続される前に発生しなけれ

ばならない。

　 (2) 　ユーザＡが、転送手順を起動したとき、ユーザＡと、ユーザＢの両方は、もし、ユーザＡか、ユ

ーザＣのどちらかが、ＣＵＧの番号であるならば、呼が完了する前にＣＵＧの要求に適合する。

　 (3) 　結局、ユーザＢとユーザＣの接続の転送は、（もし、ユーザＢとユーザＣの両方か、片方がＣＵ

Ｇ番号であれば、）双方の通信が確立する前に、最初に、ＣＵＧ要求に適合する。

上記の要求は、ＣＵＧの安全性が、侵されないことを保証している。それらは、例えば、ユーザＣとの

呼設定でＣＵＧの要求に適合したユーザＡが、ユーザＣとの呼設定でＣＵＧの要求に適合しなかったユー

ザＢを転送することを防いでいる。
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6.8　会議通話

　会議電話サービス記述の６章の文章を参照。

6.9　ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）

　この付加サービスは、他の付加サービスの動作に影響を与えない。

6.10　転送サービス（ビジー時着信転送、無応答時着信転送、無条件着信転送）

　一般的には、もし、サービスされるユーザが着信転送を申し込んでいる加入者と呼を設定しようとする

と、発信側は、警告され、転送される。詳細な手順が以下に述べられる。

　転送の「飛び」の数を教えることによって、コールトランスファの起こった回数を明確にするべきであ

る。

　ユーザＡが、ユーザＢと呼を確立していて、ユーザＢとの呼をユーザＣに転送したいと仮定する。

6.10.1　ビジー時着信転送（ＣＦＢ）

　ユーザＡの呼が着信し、ＣＦＢが申し込まれていたとき、ユーザＣは、他の通話で話中であるとする。

ユーザＡからの呼は、もう一人のユーザＤに転送される。ノーマルとイクスプリシット・コールトランス

ファの場合は、ユーザＡは、一般的には、着信転送を通知され、ユーザＢの転送が、転送先のユーザＤで

完了されるべきかどうか、決定することができる。シングル－ステップコールトランスファでは、ユーザ

Ｂは、転送先のユーザＤに接続される。

6.10.2　無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）

　ＣＦＮＲを申し込んであるユーザＣは、ユーザＡの呼に応答しない場合を除いては、自由にアクセスで

きる。ＣＦＮＲのタイマーの満了によって、ユーザＡの呼は、他のユーザＤに転送される。ノーマルとイ

クスプリシット・コールトランスファでは、ユーザＡは、一般的には、着信転送を通知され、ユーザＢの

転送が転送先のユーザＤで完了されるべきかどうか、決定することができる。シングル－ステップコール

トランスファでは、ユーザＢは、転送先のユーザＤに接続される。

6.10.3　無条件着信転送（ＣＦＵ）

　もし、ユーザＣが、ＣＦＵを申し込んでいると、ユーザＡの呼は、他のユーザＤに転送される。ノーマ

ルとイクスプリシット・コールトランスファでは、ユーザＡは、一般的には、着信転送を通知され、ユー

ザＢの転送が、転送先のユーザＤで完了されるべきかどうか決定することができる。シングル－ステップ

コールトランスファでは、ユーザＢは、転送先のユーザＤに接続される。

6.11　代　表

どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。
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6.12　三者通話

　以下のコールトランスファの形態は、三者通話の指示された状態にあてはめたものである。

三者通話 コールトランスファ

サービス状態 ノーマル シングル－

ステップ

イクスプリ

シット

通信／保留 可　能 不可能 可　能

三方向会話 可能＊ 不可能 不可能

　　　　　　　　　　＊ＪＴ－Ｉ２５４　〔Ⅱ〕（三者通話記述）を参照

6.13　ユーザ・ユーザ信号転送（ＵＵＳ）

　転送の前：転送を始める前では、ユーザＡは、普通に、ＵＵＳサービスの１、２、３を使うことができ

る。

　転送の途中：ＵＵＳサービス１、２、３は、ユーザＡとユーザＢの間か、ユーザＡとユーザＣの間の両

方か、片方でのみ許されている。ユーザＢによって送られるＵＵＩは、ユーザＡに届き、ユーザＣには、

届かないだろう。ＵＵＩは、このとき、ユーザＢとユーザＣの間では、転送できない。ＵＵＩ３の配達は、

転送の期間は、保証されない。

　転送の完了の後：もし、ユーザＢとユーザＡの両方が、１、２、３のサービスの全てかどれかを要求し

た場合には、転送が完了した後ならば、サービスは、ユーザＢとＣの間で使用することが可能である。も

し、ユーザＡがユーザＣとのセットアップ時に、与えられたサービスを要求しなかった場合は、ユーザＢ

は、もはや、この呼において、このサービスを使うことはできないことを通知される。もし、ユーザＡが

ユーザＣとのセットアップ時に特別なサービスを要求しても、ユーザＢによってユーザＡとの初期設定メ

ッセージにサービスが要求されなかった場合には、ユーザＣは、転送の完了時に、もはや、そのサービス

を使うことはできないという通知を受け取る。

　（注）もし、課金の転送が許されている場合は、後に続く手順は、今後の検討課題である。

　（注）もし、許されるメッセージの数が、何れかの側から届いたとき、後に続く手順は、今後の検討課

題である。

6.14　複数加入者番号（ＭＳＮ）

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.15　保　留

　転送過程を起動する前に、ユーザＡ、Ｂ、Ｃによって保留された側は、転送過程が起動した後も、それ

らの側から保留を続けられる。例えば、もし、ユーザＢが、ユーザＡのユーザＣに対する呼転送の間にユ

ーザＡとの呼を保留する場合に、ユーザＢから、ユーザＣに対する呼の結果は、ユーザＢによって、保留

が解除されるまで、呼は、ユーザＢによって、保留されたままである。ユーザＡが、ユーザＢからユーザ

Ｃへの転送を行うとき、ただ一つのこの例外として、イクスプリシット・コールトランスファ手順がある。

この場合には、ユーザＢは、もはや、転送が完了した後にユーザＡによって保留されることはない。

　特別な場合：ユーザＡとユーザＢが通信中であり、ユーザＡがユーザＢを保留し、ユーザＢがユーザＡ

を保留した場合を仮定する。もし、ユーザＡがユーザＢからユーザＣへの転送をこのイクスプリシット・
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コールトランスファ手順で起動する場合、転送は、ユーザＢによって、ユーザＢとＣが保留されたままで

あるという結果を生じ、ユーザＡからユーザＢへの呼は、捨てられる。（つまり、ユーザＢは、転送の後

にユーザＡとの呼を回復することはできない。）

6.16　課金情報通知

　ＪＴ－Ｉ２５６　〔Ⅱ〕の、6.2　課金情報通知を参照

７．動的記述

　本サービスの動的記述を、図７－１／ＪＴ－Ｉ２５２　〔Ⅰ〕に示す。
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Ａ＜－＞Ｂの切断
Ｂ－＞Ｃの接続
Ａ－＞Ｃの切断

　（注 1) この状態に至るか、派生する他のパスに関しては、三者通話と、コールウェイテングのサービ

ス記述を見て下さい。

　（注 2) ＆＆は、サービス提供者が、呼の間の関係について、認知していることを意味している。｜｜

は、サービス提供者が、関係を知らないことを意味している。

　（注 3) いくつかの網において、ユーザＡは、Ａ－＞Ｃの接続が、完了する前に、（つまり、変わる途

中に）このステップを起動することができる。

　（注 4) 通知は、このテキストでは、記述として与えられる。

図７－１／ＪＴ－Ｉ２５２　〔Ⅰ〕　　コールトランスファ全体のＳＤＬ図

　　　　　　　　　 (ITU-T  I.252.1)
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図７－２／ＪＴ－Ｉ２５２　〔Ⅰ〕　　ノーマルトランスファにおける話中状態の扱い

　　　　　　　 (ITU-T  I.252.1)
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図７－３／ＪＴ－Ｉ２５２　〔Ⅰ〕　　イクスプリシット・コールトランスファを起動する前に、

　　　　　(ITU-T  I.252.1)　　　　　　　　Ａ－＞Ｃの呼の設定を行ったとき、話中条件の取扱
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〔Ⅱ〕　ビジー時着信転送

１．定　義

　ビジー時着信転送（ＣＦＢ）は、サービス対象ユーザのＩＳＤＮ番号への着信呼あるいは、特定の基本

サービスに関連した着信呼が、ビジー中の場合に網が他の番号に転送する事を可能とする付加サービスで

ある。サービス対象ユーザの発信サービスは影響を受けない。

　転送先番号は、全ての呼に使用するため網に登録される。

　注）通常の状態において、ＣＦＢサービスは各アクセス単位に提供される。（これらの状態においては、

ＩＳＤＮ番号とアクセスの間には、１対１の関係がある。）しかし、網は、１つのインタフェース

において複数番号を許容することがある。さらに、網は完全なＩＳＤＮ番号を識別できないことが

ある。（例えばＤＤＩ）これらの場合は、ＣＦＢサービスは網が認識できるＩＳＤＮ番号の部分に

対して提供される。

２．解　説

2.1　概　要

　与えられるＩＳＤＮ番号に対して、このサービス（オプションを含む）は、その番号のユーザが加入す

る個々の基本サービスに加入することも、ユーザが加入する全ての基本サービスにまとめて加入すること

もできる。加入は、ＩＳＤＮ番号単位で行われるので、この番号を使用している全ての端末に対して同様

な着信転送の加入が適用される。

　注）このサービス記述では、１つのＩＳＤＮ番号を複数の異なるインタフェースで共用しないことを前

提としている。しかし、１つのＩＳＤＮ番号が同一インタフェース上の複数端末によって共有され

る。複数インタフェースがＩＳＤＮ番号を共有することを許容する手順は、今後の検討課題である。

複数アクセスの設備では、活性化時に特定のアクセスに、または、その設備に関連する全てのアク

セスにサービスが適用できるかを、ユーザが指定することが可能である。

　サービス対象ユーザは、加入している各基本サービスの加入者パラメータ値ごとに異なる転送先番号を

要求することができる。

　ある番号でＣＦＢが活性化されていることの表示は、発信呼が発生するたびに、転送サービスを活性化

しているユーザに対して、オプションとして与えられる。これは、受付応答の中の特別な表示の形式をと

る。

2.2　特殊用語

　サービス対象ユーザとは、その番号への着信呼を転送することを要求しているＩＳＤＮ番号を持つユー

ザのことである。このユーザは、転送元ユーザあるいは、着信ユーザとしても引用される。

　転送先ユーザとは、呼が転送される先のユーザのことである。

2.3　テレコミュニケーションサービスに適用する場合の条件

　制限なし。
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３．手　順

3.1　サービス提供／取消

　ＣＦＢはサービス提供者との事前の取り決めの後で、提供される。

　サービスは、４つの加入契約オプションと共に提供される。オプションは、各ＩＳＤＮ番号に加入して

いるそれぞれの基本サービスに対して別々に適用される。それぞれの加入契約オプションについて、ただ

一つの値を選択することができる。加入契約オプションは、以下のように要約できる。

　　　　　　加入契約オプション　　　　　　　　　　値

　　サービス対象ユーザは、呼が転送され　　－No

　　たという通知を受ける。　　　　　　　　－Yes　ＮＤＵＢの場合の呼の情報と共に（3.2.2 参照）

　　発信ユーザは、その呼が転送されたと　　－No

　　いう通知を受ける（注参照）。　　　　　－Yes　転送先ユーザ番号なし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－Yes　転送先ユーザ番号あり

　　サービス対象ユーザは、ＣＦＢが現在　　－No

　　活性化されているという通知を受ける。　－Yes

　　サービス対象ユーザは、自分の番号を　　－No

　　転送先ユーザに通知する。　　　　　　　－Yes

　注）発信ユーザＡへの転送通知は、網提供者のオプションとして提供される。

　本サービスは、加入者の要求またはサービス提供者の理由からサービス提供者により取消される。

3.2　通常手順

3.2.1　サービスの活性／非活性／登録

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。

3.2.2　シーケンスの起動と動作

　下図を用いＣＦＢの手順を説明する。ＡがＢ１に発信し、Ｂ１はＢ２に転送し、以下、・・・Ｂ

ｍ　・・・Ｂｘへ転送すると仮定する。呼の最後の受信者は、Ｃである。

　　　　　　　　Ａ　Ｂ１　・　・　・　Ｂｍ　・　・　Ｂｘ　Ｃ

3.2.2.1　サービス対象ユーザＢｍの視点

　もし、ＣＦＢが活性化され、サービス対象ユーザＢｍが網が決定したユーザビジー（ＮＤＵＢ）、ある

いはユーザが決定したユーザビジー（ＵＤＵＢ）である時、Ｂｍへの着信呼は転送される。ＮＤＵＢの場

合、呼は、Ｂｍへ提供されない。

　ＵＤＵＢの場合、呼はＢｍへ提供される。通常の呼設定情報は、すでに、Ｂｍへ供給されている。転送

が開始される時、Ｂｍは、加入契約オプションとして呼が転送されたという通知を受ける。それ以上の通

知は、与えられない。
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　着信呼がサービス対象ユーザＢｍに提供されずに次に転送される時（すなわちＮＤＵＢ状態）、加入契

約オプションとして、サービス対象ユーザＢｍは転送通知を受けることができる。（しかし、着信呼に応

答することはできない。）この通知は、転送が開始されると同時に与えられる。

　この通知は、転送された呼における次の様な情報を含む。

　 (1) 　呼が転送されたという通知

　 (2) 　テレコミュニケーションサービス情報（例えば、伝達能力、高位レイヤ整合性）

　 (3) 　ユーザ・ユーザ情報

　 (4) 　Ｂｍの番号

　 (5) 　発信者番号Ａ（もし、発信者番号通知が適用できれば）

　もし、複数転送が発生し、サービス対象ユーザが付加情報を受けることを認められると、下記も受信す

る。

　 (6) 　最初の着信者番号 Ｂ１

　 (7) 　最初の転送理由

　 (8) 　直前の転送元番号 Ｂ（ｍ－１）

　 (9) 　直前の転送理由

3.2.2.2　転送先ユーザＣの視点

　転送先ユーザＣは、呼が転送されたという表示を受信する。オプションとしてさらに下記を受信する。

　 (1) 　最初の着信者番号 Ｂ１

　 (2) 　最初の転送理由

　 (3) 　最後の転送元番号 Ｂｘ

　 (4) 　最後の転送理由

（その他の付加サービスの使用によっては、転送先ユーザＣは発信ユーザＡの番号とユーザ・ユーザ信号

のような情報を受信する。他の付加サービスとの相互作用の記述を参照。）

3.2.2.3　発信ユーザＡの視点

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。

3.3　例外手順

3.3.1　サービスの活性／非活性／登録

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。

3.3.2　シーケンスの起動と動作

　着信転送は加入した基本サービスに対してのみ適用される。加入していない基本サービスを要求する呼

は転送されない。

　ユーザが他のユーザからの通知の一部として他のユーザのアドレスを与えられる場合（例えば、発信ユ

ーザが転送先ユーザのアドレスを受信するとき、転送先ユーザが転送元ユーザのアドレスと最初の転送元

アドレスを受信するとき（複数転送）、またはサービス対象ユーザが他のユーザのアドレスを受信すると

き）、かつこのアドレス情報を利用できない場合（例えば、アドレス通知制限または相互接続のため）、

アドレスを与えられるはずだったユーザは、アドレスを与えられなかった理由の表示を得る。
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　１つのＩＳＤＮ内、あるいは複数接続されたＩＳＤＮにおいて、各呼毎の全ての転送回数総数は制限さ

れる。この様な接続の最大の回数は、無限ループを防ぐために、各々の呼で３から５に制限される。もし、

制限に達し、さらにその呼に転送がされるならば、転送呼は、次の様に取り扱われる。

　もし、転送呼が転送先への転送を完了できない場合、網は呼の転送を解除する。

　とくに、ＣＦＢが起動され、かつＣＦＮＲまたは呼び出し後のＣＤが起動されていないなら、その呼は、

発信ユーザ方向に解除される。そして、発信ユーザには、呼が完了できなかったという理由通知が送られ

る。

　（すなわち、網輻輳、無効な番号、ファシリティ利用不可等）

　この情報は呼が転送されたことを明示しない。転送呼が完了できずＣＦＮＲまたは呼び出し後のＣＤが

起動された場合は、ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅲ〕またはＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅴ〕をそれぞれ参照のこと。

3.4　代替手順

　規定されない。

４．課金のための網機能

　課金原則は、この標準の範囲外である。

５．相互接続での要求条件

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。

６．他の付加サービスとの相互作用

　ＣＦＢと他の付加サービスとの相互作用は、一般的に、無条件着信転送（ＣＦＵ）と他の付加サービス

との相互作用と同様である。従って、相互作用が「無条件着信転送（ＣＦＵ）と同様」であると記述され

ているならば、無条件着信転送（ＣＦＵ）という語をビジー時着信転送（ＣＦＢ）という言葉に取り替え

ることを除いてはＣＦＵ本文と全く同じである。

6.1　コールウェイティング

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

　注）ユーザＢがＮＤＵＢの場合、ＣＦＢが発生し呼は提供されない。ユーザＢがＮＤＵＢでない場合に

呼は提供され、さらにＵＤＵＢならＣＦＢが発生する。

6.2　コールトランスファ

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。

6.3　接続先番号通知

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。

6.4　接続先番号通知制限

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。

6.5　発信者番号通知

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。
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6.6　発信者番号通知制限

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。

6.7　閉域接続

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。

6.8　会議通話

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。

6.9　ダイレクトダイヤルイン

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.10　着信転送

6.10.1　ビジー時着信転送

　適用されない。

6.10.2　無応答時着信転送

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

　（これらの起動の基準が相互に排他的であるため。）

6.10.3　無条件着信転送

　ＣＦＵの起動がＣＦＢより優先される。

6.10.4　呼毎着信転送

　ＮＤＵＢの場合、着信呼は着信ユーザに対して提供されず、ＣＦＢがＣＤに優先される。

　ＮＤＵＢ状態に出会わなかった場合、着信呼は着信ユーザに対して提供され、ＣＦＢとＣＤのどちらか

が起動されるかはユーザの応答により決まる。両方の応答を受信した場合には、ＣＤの起動が“明白な応

答”と受け取られユーザビジー応答は無視される。

6.11　代　表

　一般的に、代表はＣＦＢより優先される。従って、ＣＦＢは代表グループの全てのメンバーがビジーな

らば発生する。

6.12　三者通話

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.13　ユーザ・ユーザ情報転送

　ユーザ・ユーザ情報転送との相互作用の詳細については、ＪＴ－Ｉ２５７〔Ⅰ〕付属資料Ａを参照のこ

と。

　ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕ＣＦＵのユーザ・ユーザ情報転送との相互作用を参照のこと。しかし、ＵＤＵＢ

の場合、呼が提供されたとき、いかなるＵＵＩかつ／またはＵＵＳの要求も転送元ユーザに提供される。
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6.14　複数加入者番号

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.15　保　留

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.16　課金情報通知

　ＪＴ－Ｉ２５６〔Ⅱ〕課金情報通知におけるＣＦＢとの相互作用を参照。

6.17　優先割り込み

　着呼がユーザＢにおける一つまたはそれ以上の呼よりも高い優先度をもつ場合、最も優先度の低い呼が

割り込まれ着呼が確立する。すなわち、着信転送サービスは起動しない。

　確立している呼と同じまたは低い優先度を着呼がもつ場合、着信転送サービスは起動する。

　着信した加入者が割り込み不可の場合、着信転送サービスは着呼と確立している呼との優先度にかかわ

らず起動する。

　呼の優先レベルは着信転送プロセスの間保存され、転送先ユーザは割り込まれる。

　着信ユーザがＣＦＢを活性化し、かつ着信ユーザが代替ユーザを設定している場合、着信転送手順は代

替ユーザへの転送に優先して実施される。優先呼が着信転送（複数の着信転送を含む）され、かつ転送先

ユーザが設定された時間（典型は３０秒）内に応答しない（例えば、呼への無応答か無確認、同時もしく

はより高位の優先呼のための着信ユーザビジー、または着信ユーザがビジーかつ割り込み不可）場合、呼

は最初に着信した加入者の代替ユーザに転送される。代替ユーザが設定されていない場合、呼は通常手順

に従って着信転送される。

6.18　優　先

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。

6.19　悪意呼通知

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。

6.20　発信規制

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。

6.21　着信課金

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。

6.22　サブアドレス

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。

７．動的記述

　４種類の着信転送サービス（ＣＦＵ、ＣＦＢ、ＣＦＮＲ、ＣＤ）の動的記述を図７－１／ＪＴ－Ｉ２５

２〔Ⅱ〕に示す。
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図７－１／ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅱ〕　ビジー時着信転送（１／５）

　　　　　　　　　　　　(ITU-T  I.252.2)
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図７－１／ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅱ〕　ビジー時着信転送（２／５）

　　　　　　　　　　　　 (ITU-T  I.252.2)
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図７－１／ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅱ〕　ビジー時着信転送（３／５）

　　　　　　　　　　　　 (ITU-T  I.252.2)
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図７－１／ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅱ〕　ビジー時着信転送（４／５）

　　　　　　　　　　　　 (ITU-T  I.252.2)
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図７－１／ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅱ〕　ビジー時着信転送（５／５）

　　　　　　　　　　　　 (ITU-T  I.252.2)
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付録　用語一覧（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅱ〕）

　　　　［Ａ］

　　activation/deactivation 活性／非活性

　　alternate party 代替ユーザ

　　　　［Ｂ］

　　bearer capability 伝達能力

　　　　［Ｃ］

　　Call Forwarding 着信転送

　　calling party 発信ユーザ

　　　　［Ｆ］

　　facility not available ファシリティ利用不可

　　forwarded-to destination 転送先

　　forwarded-to number 転送先番号

　　forwarded-to user 転送先ユーザ

　　forwarding user 転送元ユーザ

　　　　［Ｍ］

　　multiple forwarding 複数転送

　　　　［Ｎ］

　　network congestion 網輻輳

　　Network Determined User Busy 網が決定したユーザビジー

　　　　［Ｏ］

　　originating service 発信サービス

　　　　［Ｓ］

　　served user サービス対象ユーザ

　　subscription option 加入契約オプション

　　　　［Ｔ］

　　tandem ISDNs 複数接続されたＩＳＤＮ

　　　　［Ｕ］

　　User Determined User busy ユーザが決定したユーザビジー

　　user-to-user signalling ユーザ・ユーザ信号
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〔Ⅲ〕　無応答時着信転送

１．定　義

　無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）は、サービス対象ユーザのＩＳＤＮ番号に対する着信呼が無応答の場合、

または、特定の基本サービスに関連した着信呼が無応答の場合には、網が常に別の番号に転送することを

可能とする付加サービスである。サービス対象ユーザの発信サービスは影響を受けない。

　転送先番号は、全ての呼に使用するため網に登録される。

　注）通常の状態において、ＣＦＮＲサービスは、各アクセス単位に提供される。（これらの状態におい

て、ＩＳＤＮ番号とアクセスの間には、１対１の関係がある。）しかし、網は１つのインタフェー

ス上に複数の番号を許容することがある。さらに、網は完全なＩＳＤＮ番号を識別できないことが

ある。（例えばＤＤＩ）。これらの場合には、ＣＦＮＲサービスは、網が認識することができるＩ

ＳＤＮ番号の部分に対して提供される。

２．解　説

2.1　概　要

　与えられるＩＳＤＮ番号に対して、このサービス（オプションを含む）は、その番号のユーザが加入し

ている個々の基本サービスに加入することも、ユーザが加入している全ての基本サービスにまとめて加入

することもできる。加入は、ＩＳＤＮ番号単位で行われるので、この番号を使用する全ての端末に対して、

同様な着信転送の加入が適用される。

　以下に示す無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）の二つの場合がある。

　　1)　呼が提供され、適合端末なしの表示を受信する場合。または、

　　2)　呼が提供され、適合端末ありの表示を受信する場合。

　ここでは、二番目の場合についてのみ考察する。一番目の場合については、今後の検討課題である。

　注）この先サービス記述では、一つのＩＳＤＮ番号を異なる複数のインタフェースで共有しないことを

前提としている。しかし、一つのＩＳＤＮ番号が、同一インタフェース上の複数の端末で共有され

る。

複数のインタフェースが、一つのＩＳＤＮ番号を共有することを許容する手順は、今後の検討課題

である。複数アクセスの設備では、活性化時に特定のアクセスのみか、または、設備に関連する全

てのアクセスにサービスを適用するかをユーザが規定することが可能である。

　サービス対象ユーザは、加入している各基本サービスの加入者パラメータ値ごとに、異なる転送先番号

を要求することができる。

　ある番号で、ＣＦＮＲサービスが活性化されていることの表示は、オプションとして、発信呼が発生す

るたびに転送サービスを活性化しているユーザに対して与えられる。これは、受付応答の中で特別な表示

の形をとりうる。

2.2　特殊用語

　サービス対象ユーザとは、その番号への着信呼を転送することを要求しているＩＳＤＮ番号のユーザの

ことである。このユーザは、転送元ユーザ、または、着信ユーザとしても引用される。

　転送先ユーザとは、呼が転送される先のユーザのことである。
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2.3　テレコミュニケーションサービスに適用する場合の条件

　制限なし。

３．手　順

3.1　サービス提供／取消

　ＣＦＮＲは、サービス提供者との事前の取り決めの後で提供される。

　サービスは、５つの加入契約オプションと共に提供される。オプションは、各ＩＳＤＮ番号に加入して

いる、それぞれの基本サービスに対して別々に適用される。それぞれの加入契約オプションに対し、ただ

一つの値を選択することができる。加入契約オプションは、以下のように要約される。

　　　　　　　加入契約オプション　　　　　　　　　　　　値

　　　サービス対象ユーザは呼が転送された　　　　　－Ｎｏ

　　　ことの通知を受信する　　　　　　　　　　　　－Ｙｅｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3.2.2 節参照）

　　　発信ユーザで呼は転送されていること　　　　　－Ｎｏ

　　　の通知を受信する（注参照）　　　　　　　　　－Ｙｅｓ　転送先ユーザ番号なし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－Ｙｅｓ　転送先ユーザ番号あり

　　　無応答条件タイマ　　　　　　　　　　　　　　－５～６０秒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５秒きざみ

　　　サービス対象ユーザは、現在、ＣＦＮＲが　　　－Ｎｏ

　　　活性化されていることの通知を受信する　　　　－Ｙｅｓ

　　　サービス対象ユーザは、自分の番号を　　　　　－Ｎｏ

　　　転送先ユーザに通知する　　　　　　　　　　　－Ｙｅｓ

　注）発信ユーザＡへの転送通知は、網提供者のオプションとして提供される。

　本サービスは、加入者の要求またはサービス提供者の理由からサービス提供者により取消される。

3.2　通常手順

3.2.1　サービスの活性／非活性／登録

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕を参照）。

3.2.2　シーケンスの起動と動作

　下図を用いて、ＣＦＮＲ手順を説明する。ＡからＢ１に発信し、Ｂ１はＢ２に転送し、以下、同様に

Ｂｍ～Ｂｘへ転送されることを仮定している。呼の最終受信者はＣである。

　　　　　Ａ　　　Ｂ１　 ・・・・ 　Ｂｍ　 ・・・・ 　Ｂｘ　　　Ｃ
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　転送が発生したとき、網は以下のいずれかで動作する。

　 (1) 　転送先ユーザで呼出しが始まるまで、サービス対象ユーザにおける呼を保持する。（呼び出し後、

サービス対象ユーザから呼を解放する。）

　 (2) 　着信転送要求を受け付けたとき、サービス対象ユーザへの呼を解放する。

3.2.2.1　サービス対象ユーザＢｍの視点

　ＣＦＮＲが活性中に、サービス対象ユーザに対し着信呼が発生すると、通常の着信提供情報がサービス

対象ユーザに提供される。もしサービス対象ユーザが登録した所定の時間内に応答しない時には、呼が転

送される。サービス対象ユーザは、加入契約オプションとして、呼が転送されたことの通知を受信するこ

とができる。この通知は、転送が開始されるとすぐに受信される。それ以上の通知は受信しない。

3.2.2.2　転送先ユーザＣの視点

　転送先ユーザＣは、呼が転送されてきたことの表示を受信する。

　オプションとして、転送先ユーザＣは以下に示す表示を受信する。

　 (1) 　最初の着信者番号Ｂ１

　 (2) 　最初の転送理由

　 (3) 　最後の転送元番号Ｂｘ

　 (4) 　最後の転送理由

（その他の付加サービスの使用によっては、転送先ユーザＣは、発信ユーザＡの番号とユーザ・ユーザ信

号のような情報を受信する。他の付加サービスとの相互作用の記述を参照。）

3.2.2.3　発信ユーザＡの視点

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕を参照）。

3.3　例外手順

3.3.1　サービスの活性／非活性／登録

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕を参照）。

3.3.2　シーケンスの起動と動作

　着信転送は、加入した基本サービスにだけ適用される。加入していない基本サービスを要求する呼は転

送されない。

　ユーザが他のユーザからの通知の一部として他のユーザのアドレスを与えられる場合（例えば、発信ユ

ーザが転送先ユーザのアドレスを受信するとき、転送先ユーザが転送元ユーザのアドレスと最初の転送元

アドレスを受信するとき（複数転送）、またはサービス対象ユーザが他のユーザのアドレスを受信すると

き）、かつこのアドレス情報を利用できない場合（例えば、アドレス通知制限または相互接続のため）、

アドレスを与えられるはずだったユーザは、アドレスを与えられなかった理由の表示を得る。

　１つのＩＳＤＮ内、または、複数接続されたＩＳＤＮにおいて、各呼毎の転送回数の総数は制限される。

このような接続の最大回数は、無限ループを防止するため各呼毎に３～５に制限される。

　もし制限に達し、さらにその呼が転送されようとするならば、転送呼は、以下の段落にあるように扱わ

れる。
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　転送呼が転送先に接続できなかった場合、サービス提供者オプションにより網は以下のいずれかのよう

に動作する。

　 (1) 　呼の転送を止め、サービス対象ユーザの呼び出しを続ける。電話の呼の場合、発信ユーザはイン

バンドの呼出音を受け続ける。無応答タイマは、再開される必要はない。しかし、網のオプション

として、無応答タイマはこの時点で再開される。

（このオプションにより、ＣＦＮＲ起動中、呼び出しが転送先ユーザで始まるまで、転送元ユーザ

は呼び出し続けられることに注意すること。）

　 (2) 　発信ユーザ方向へ呼が切断され、発信ユーザに呼が完了しなかったことを示す理由が送られる。

（例えば、網輻輳、無効番号、ファシリティ利用不可等）この情報は、呼が転送されたことを明示

しない。ＣＦＮＲまたは呼び出し後のＣＤが起動された場合、呼はサービス対象ユーザ方向へ切断

される。

（このオプションにより、ＣＦＮＲの起動時に、転送元ユーザの呼び出しが停止することに注意す

ること。）

3.4　代替手順

　規定されない。

４．課金のための網機能

　課金原則は、この標準の範囲外である。

５．相互接続での要求条件

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕を参照）。

６．他の付加サービスとの相互作用

　無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）とその他の付加サービスとの相互作用は、無条件着信転送（ＣＦＵ）と

その他の付加サービスとの相互作用と、一般的に同じである。従って、相互作用が“ＣＦＵと同じ”と記

述されているならば、“無条件着信転送（ＣＦＵ）”という用語を“無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）”に

置き換えれば、ＣＦＵ本文と全く同一である。

6.1　コールウェイティング

　ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅰ〕コールウェイティングのＣＦＮＲとの相互作用を参照のこと。

6.2　コールトランスファ

　ＣＦＵと同様。（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕を参照）。

6.3　接続先番号通知

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕を参照）。

6.4　接続先番号通知制限

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕を参照）。

6.5　発信者番号通知

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕を参照）。
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6.6　発信者番号通知制限

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕を参照）。

6.7　閉域接続

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕を参照）。

6.8　会議通話

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕を参照）。

6.9　ダイレクトダイヤルイン

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.10　着信転送

6.10.1　ビジー時着信転送

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

　（これらの起動の基準が相互に排他的であるため。）

6.10.2　無応答時着信転送

　適用されない。

6.10.3　無条件着信転送

　ＣＦＵの起動は、ＣＦＮＲよりも優先される。

6.10.4　呼毎着信転送

　着信ユーザに呼が提供され、ＣＤとＣＦＮＲのいずれかが起動されるかは、ユーザの応答による。

6.11　代　表

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.12　三者通話

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.13　ユーザ・ユーザ信号

　ユーザ・ユーザ情報転送との相互作用の詳細については、ＪＴ－Ｉ２５７〔Ⅰ〕付属資料Ａを参照のこ

と。

　ＣＦＮＲが活性なユーザが発呼した場合：

　　ＣＦＮＲは転送元ユーザの発呼能力に影響しないので、ＣＦＮＲが活性なユーザは発信呼に関連して

または新しい呼の設定時にＵＵＩを送信できる。
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　ＣＦＮＲが活性なユーザへ着呼した場合：

　 (1) 　ＵＵＳサービス１

　ＵＵＳサービスが明示的に要求されて転送元ユーザが明示的にその要求を拒否した場合、ＵＵＳ

要求と（もしあれば）ＵＵＩは呼とともに転送されない。しかし、要求が「ＵＵＩ必須」として表

示されて転送元ユーザまたは転送先ユーザのいずれかが明示的に要求を拒否した場合、呼は拒否さ

れる。他のすべての場合、ＵＵＳ要求かつ／またはＵＵＩは呼とともに転送されるか提供される。

　 (2) 　ＵＵＳサービス２

ＵＵＳサービスが「ＵＵＩ必須でない」で要求された場合、呼はＵＵＳ要求なしで転送される。

ＵＵＳサービスが「ＵＵＩ必須」で要求された場合、ＣＦＮＲは優先されない。（すなわち、呼は

ＣＦＮＲが活性化されなかったように扱われる。）

　 (3) 　ＵＵＳサービス３

　呼設定要求にともなうＵＵＳサービス３のいかなる要求も呼とともに転送される。

　　注）網提供者オプションとして、ＵＵＩかつ／またはＵＵＳ要求の転送は、適切なＵＵＳサービスに

加入する転送元ユーザに制限される。

　転送後：

　　ＵＵＳサービス３は、通信中に要求されうる。

6.14　複数加入者番号

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.15　保　留

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.16　課金情報通知

　ＪＴ－Ｉ２５６〔Ⅱ〕課金情報通知におけるＣＦＮＲとの相互作用を参照のこと。

6.17　優先割り込み

　呼の優先レベルは着信転送プロセスの間保存され、転送先ユーザは割り込まれる。

　着信ユーザが代替ユーザを指定している場合、ＣＦＮＲは優先呼に適用されない。着信ユーザがこのオ

プションに加入している場合、応答のない優先呼は代替ユーザに転送される。最も低い優先度の呼は通常

手順に従って着信転送される。

6.18　優　先

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。

6.19　悪意呼通知

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。
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6.20　発信規制

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。

6.21　着信課金

　ＣＦＵと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕参照）。

6.22　サブアドレス

　ＣＤと同様（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅴ〕参照）。

７．動的記述

　ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅱ〕ＣＦＢの動的記述を参照のこと。（ＣＦＵ、ＣＦＢ、ＣＦＮＲ、ＣＤをカバーし

ている。）
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付録　用語一覧（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅲ〕）

　　　　［Ａ］

　　activation/deactivation 活性／非活性

　　alternate party 代替ユーザ

　　　　［Ｃ］

　　Call Forwarding 着信転送

　　calling party 発信ユーザ

　　　　［Ｆ］

　　facility not available ファシリティ利用不可

　　forwarded-to destination 転送先

　　forwarded-to number 転送先番号

　　forwarded-to user 転送先ユーザ

　　forwarding user 転送元ユーザ

　　　　［Ｍ］

　　multiple forwarding 複数転送

　　　　［Ｎ］

　　network congestion 網輻輳

　　　　［Ｏ］

　　originating service 発信サービス

　　　　［Ｓ］

　　served user サービス対象ユーザ

　　subscription option 加入契約オプション

　　　　［Ｔ］

　　tandem ISDNs 複数接続されたＩＳＤＮ

　　　　［Ｕ］

　　user-to-user signalling ユーザ・ユーザ信号
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〔Ⅳ〕　無条件着信転送

１．定　義

　無条件着信転送（ＣＦＵ）は、サービス対象ユーザのＩＳＤＮ番号および特定の基本サービスに関連し

た全ての着信呼を網が別の番号へ転送する付加サービスである。ただし、サービス対象ユーザの発信には

影響を与えないが、このサービスを活性化した場合、端末側の状態にかかわらず無条件に全ての呼が転送

される。

　ビジー時着信転送（ＣＦＢ）および無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）など他の着信転送サービスは端末側

の状態に応じて他へ着信転送される。

　転送先番号は、網に登録され、全ての呼の着信転送に用いられる。

　注）通常の場合、ＣＦＵサービスはアクセス単位に実施される。（この場合ＩＳＤＮ番号とアクセスと

に１対１の対応関係がある）網は単一の端末インタフェースに複数の番号を与えることができる。

しかし、（ＤＤＩ等では）全部のＩＳＤＮ番号を識別することはできない。この場合にはＣＦＵサ

ービスは網の識別できるＩＳＤＮ番号に対してサービスを提供する。

２．解　説

2.1　概　要

　与えられるＩＳＤＮ番号に対して、このサービスは（オプションを含め）その番号のユーザが加入して

いる個々の基本サービスに対して、又はユーザが加入している全ての基本サービスに対してまとめて加入

することができる。加入はＩＳＤＮ番号を単位とするため、同一の番号を使用する全ての端末に同一の着

信転送サービスが適用される。

　注）このサービスの記述では１つのＩＳＤＮ番号が異なる複数のインタフェースで共用されないことを

前提としている。しかし、１つのＩＳＤＮ番号は、同一インタフェース上の複数の端末で共用され

うる。１つのＩＳＤＮ番号を異なる複数のインタフェースで共用するための手順は今後の検討課題

である。複数アクセス装置に対しては、ユーザはサービス活性化時に、そのサービスを特定のアク

セスのみか又は全てのアクセスに適用するかを指定できる。サービス対象ユーザは、加入している

各々の基本サービス加入契約パラメータ値に対して異なる転送先番号を要求することができる。

　オプションとして、発呼毎に、着信転送を活性化しているユーザへある番号へのＣＦＵサービスが活性

化してある表示がされる。これは発信動作に対する特別の表示の応答の形でなされる。

2.2　特殊用語

　サービス対象ユーザとは、あるＩＳＤＮ番号のユーザで、自分の番号へかかった呼を他へ転送すること

を要求するユーザを指す。このユーザは転送元ユーザまたは、着信ユーザとしても引用する。転送先ユー

ザとは呼が転送される先のユーザを示す。

2.3　テレコミュニケーションサービスに適用する場合の条件

　制限は規定されない。
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３．手　順

3.1　サービス提供／取消

　ＣＦＵはサービス提供者との事前契約を経た後、提供される。本サービスには４つの加入契約オプショ

ンがある。オプションは各々のＩＳＤＮ番号で加入するそれぞれの基本サービス別に適用される。それぞ

れの加入契約オプションに対して１つの値を選択できる。

加入契約オプションの要約は下記の通り。

加入契約オプション 選　　択　　値

サービス対象ユーザは呼が着信転送されたこ

とを通知される。

発信ユーザは呼が着信転送されたことを通知

される（注参照）。

サービス対象ユーザは現在ＣＦＵが活性化し

ていることを通知される。

サービス対象ユーザは自分の番号を転送先ユ

ーザに通知する。

　－Ｎｏ

　－Ｙｅｓ、呼に関する情報と共に

　　（3.3.2 節参照）

　－Ｎｏ

　－Ｙｅｓ、転送先番号あり

　－Ｙｅｓ、転送先番号なし

　－Ｎｏ

　－Ｙｅｓ

　－Ｎｏ

　－Ｙｅｓ

　注）発信ユーザＡへの着信転送通知は、網提供者のオプションとして提供されうる。

　本サービスは、加入者の要求またはサービス提供者の理由からサービス提供者により取消される。

3.2　通常手順

3.2.1　サービスの活性／非活性／登録

　既にＣＦＵの加入を済ましている場合、サービス対象ユーザはサービス活性化手順を行える。ＣＦＵを

活性化するには、サービス対象ユーザが網に下記事項を指定する。

　 (1) 　転送先番号

　 (2) 　転送されるのは全ての呼か、もしくは特定の基本サービスに対応する全ての呼かを示す情報

　 (3) 　ＣＦＵを適用するＩＳＤＮ番号

　網オプションとして、着信転送要求を受付ける前に可能な限り転送先番号の照合が行なわれる。サービ

ス対象ユーザがＣＦＵを活性化した場合、サービス提供者は要求に対して受理または拒否の通知を返す

（例外手順、3.3 節、に示す拒否の原因項目リストを参照）。

　この通知内容には着信転送が活性化されている転送先ユーザの番号を含んでいる。１つの番号が２つ以

上の端末に使われている場合、この番号を使ったどの端末からもＣＦＵを活性化することができる。

　サービス活性／非活性が受理される場合、網は全ての端末に対して活性／非活性を通知する。サービス

活性／非活性が拒否される場合、網は活性／非活性を要求した端末にのみ通知する。

　サービスオプションとしてサービス活性／非活性を選択された端末（ユーザ）に制限することができる

（例えばパスワードを使用するなど）。ＣＦＵは２通りの方法で非活性化できる。すなわち、ユーザがＣ
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ＦＵの活性を明確に非活性化する方法と、別の番号に対して特定基本サービスのＣＦＵを活性化すること

により、それ以前のＣＦＵを無効にする方法である。

3.2.2　シーケンスの起動と動作

　下図はＣＦＵの動作の手順を説明している。ＡがＢ１へ発呼し、Ｂ１はＢ２に呼を転送、・・・，Ｂｍ

・・・Ｂｘしていたと仮定する。呼の最終的受信者はＣである。

　　　Ａ　　　Ｂ１　　・・・・　　Ｂｍ　　・・・・　　Ｂｘ　　　Ｃ

3.2.2.1　サービス対象ユーザＢｍの視点

　ＣＦＵが活性化されているとき、全ての着信呼は、サービス対象ユーザであるＢｍに提供されずに転送

される。着信呼がサービス対象ユーザに提供されないで転送される場合、加入オプションの１つとしてサ

ービス対象ユーザは着信転送通知を受け取ることができる（ただし、着信呼に応答することはできない）。

これは転送処理と同時に通知される。この通知には（転送された呼に関する）下記の情報を含んでいる。

　 (1) 　呼が転送されたという通知

　 (2) 　テレコミュニケーションサービス情報（例：伝達能力、高位レイヤ整合性）

　 (3) 　ユーザ・ユーザ情報

　 (4) 　Ｂｍの番号

　 (5) 　発信者番号Ａ（ＣＬＩＰ適用の場合）

　複数回の転送が行われ、サービス対象ユーザが付加情報を受けることが決められている時、以下の情報

を受けることができる。

　 (6) 　最初の着信者番号Ｂ１

　 (7) 　最初の転送理由

　 (8) 　直前の転送元番号Ｂ（ｍ－１）

　 (9) 　直前の転送理由

3.2.2.2　転送先ユーザＣの視点

　転送先ユーザＣは着信呼が転送されてきたことを示す通知を受ける。又、オプションとして以下の情報

を受け取りうる。

　 (1) 　最初の着信者番号Ｂ１

　 (2) 　最初の転送理由

　 (3) 　最後の転送元番号Ｂｘ

　 (4) 　最後の転送理由

　（他の付加サービスの利用によっては、転送先ユーザＣは、発信ユーザＡの番号及びユーザ・ユーザ情

報を受け取りうる。他の付加サービスとの相互作用の記述参照。）

3.2.2.3　発信ユーザＡの視点

　以下の発信ユーザＡへの通知手順は、網提供者オプションである。発信ユーザＡへの通知は、サービス

対象ユーザがオプション“発信ユーザは呼が着信転送されたことを通知される”に加入している場合にの

み行われる。

　最初の着信転送に対し、およびそれに引き続くＣＦＮＲか、もしくは呼び出し後のＣＤ起動に対し、網
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はサービス対象ユーザの加入契約オプションのパラメータに応じて以下の動作をとる。

　 1) パラメータが“発信ユーザへの通知なし”にセットされている場合、発信ユーザには何の通知もさ

れない。

　 2) パラメータが“発信ユーザに転送先番号を除いて呼の着信転送を通知する”にセットされている場

合、以前の転送元ユーザが上記１）と同様に何も通知しないことを要求していない限り、発信ユーザ

は呼が着信転送されたことを転送先番号なしで通知される。

　 3) パラメータが“発信ユーザに転送先番号を含めて呼の着信転送を通知する”にセットされている場

合、以前の転送元ユーザが上記１）と同様に何も通知しないことを要求していない限り、発信ユーザ

は呼が着信転送されたことを通知される。さらに、（例えばユーザＣにおいて）呼び出しが行われる

場合、以前の全ての着信転送における全てのサービス対象ユーザがオプション“発信ユーザに転送先

番号を含めて呼の着信転送を通知する”に加入しているならば、呼び出しが開始される時に現在の転

送先番号の通知が行われる。

　転送先番号を転送することは、転送先ユーザによる他の付加サービスの起動により制限を受けることが

ある。

3.3　例外手順

3.3.1　サービスの活性／非活性／登録

3.3.1.1　サービスの活性

　全ての基本サービスに対しての無条件着信転送と特定基本サービスに対する着信転送とを同時に活性化

することはできない。システムがサービスの活性要求を受理出来ない場合は、サービス対象ユーザは、着

信転送サービス活性化が不成功だったことの通知を受ける。要求が受理できない理由として以下のものが

ある。

　 (1) 　サービスに加入していない場合

　 (2) 　転送先ＩＳＤＮ番号が無効である場合

　 (3) 　オペレータへのプレフィクスを使用した場合

　 (4) 　転送先ＩＳＤＮ番号のテレコミュニケーションサービスが加入している制約条件

（例：グループ制限）に違反した場合

　 (5) 　転送先ＩＳＤＮ番号が同一局内の無料番号の場合

　 (6) 　登録情報に不足がある場合

　 (7) 　要求したテレコミュニケーションサービスが、転送先ＩＳＤＮ番号で提供されていない場合

　 (8) 　転送先番号が、特殊番号（例：警察）である場合

　 (9) 　転送先番号が、サービス対象ユーザ自身の番号の場合

しかし、網は転送先ユーザに関連した情報を確認する必要はない。

3.3.1.2　サービスの非活性

　ＣＦＵを非活性化するためユーザの要求が不完全な場合（例：基本サービス及び／又は発信者番号にお

いて）網は適正な理由とともにサービス非活性要求を拒否する。網がユーザのサービス非活性要求を受理

できない場合、その理由、例えば間違った発ＩＳＤＮ番号が使われたなどをユーザに通知する。サービス

対象ユーザのサービス非活性要求なしに網がＣＦＵを非活性化した場合（例：異常状態が発生した場合）

サービス対象ユーザは理由を伴った通知を受ける。
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3.3.2　シーケンスの起動と動作

　着信転送は加入した基本サービスのみに適用される。あるＩＳＤＮ番号に対する、そのＩＳＤＮ番号が

加入していない基本サービスを要求する呼は転送されない。

　あるユーザが、その呼に関連する他のユーザのアドレスをそのユーザへの通知の一部として通知されう

る場合（例えば発信ユーザが転送先ユーザのアドレスを通知される場合、転送先ユーザが（複数回の着信

転送において）転送元ユーザと最初の転送元ユーザのアドレスを通知される場合、またはサービス対象ユ

ーザが他のユーザのアドレスを通知される場合）、そのアドレス情報が利用できない（例えばアドレス表

示制限、または相互接続により）ならば、アドレスを通知されるはずのユーザは、アドレスを通知できな

い理由を伴った表示を通知される。

　あるＩＳＤＮまたは複数接続されたＩＳＤＮ内において、各々の呼における着信転送回数の合計は制限

される。このような接続の最大数は３から５に制限される。これは、無限ループを防ぐためである。

制限に達するか又は、制限を超えて転送しようとした時には下記に示す取扱がされる。

着信転送された呼が転送先と接続できなかった場合、網は呼の着信転送されたレグを解放する。特に、

ＣＦＵが起動されていた場合、呼は発信ユーザに到るまで全て解放される。呼がＣＦＮＲか、もしくは呼

び出し後にＣＤに出会っていなかった場合、呼は発信ユーザに到るまで全て解放され、発信ユーザには着

信ユーザ応答なしと通知される。この通知は呼が着信転送されたことを明白には示さない。呼の着信転送

が成功せず、かつＣＦＮＲか、もしくは呼び出し後にＣＤが起動されていた場合については、それぞれＪ

Ｔ－Ｉ２５２〔Ⅲ〕またはＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅴ〕を参照されたい。

3.4　代替手順

　規定されない。

４．課金のための網機能

　課金原則は、この標準の範囲外である。

５．相互接続での要求条件

　１つ以上の網、例えばＰＳＴＮからＩＳＤＮを経て他のＰＳＴＮや、異なる国あるいは異なる大陸のＩ

ＳＤＮ間、を経由する着信転送が起動された場合、サービスパラメータの質が低下しうる。例として影響

を受けるパラメータを挙げると：

　－呼設定時間

　－伝送遅延

　－ビットエラーレート

　－オーディオ信号の減衰

各国の実状に応じ、網は何らかの予防措置、例えば転送レグ数の制限、国際接続数の制限、経由する衛

星数制限などを提供しうる。

5.1　非ＩＳＤＮとの相互接続

　転送先番号がＩＳＤＮ内にない場合、相互接続状態にあるという。

　一旦呼がＩＳＤＮ網から出た場合、呼の着信転送される回数は、このＩＳＤＮ網には制限を受けない。

　着信転送された呼が相互接続状態に出会った場合、相互接続表示が発信ユーザに対して送られる。この

表示は、呼が着信転送されたことを明白には示さない。

　相互接続される場合、適当なトーンおよび／またはアナウンスが提供される。
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　注）呼が一旦非ＩＳＤＮ網に着信転送されたならば、それ以上の転送および／または発信ユーザへの通

知はこの標準の範囲外である。

5.2　私設ＩＳＤＮとの相互接続

　ここでは、公衆網と私設網とが協調することを仮定する。転送先番号は公衆網ないし私設ＩＳＤＮに登

録される。私設ＩＳＤＮの番号を公衆網が登録することをサービス提供者オプションとするかどうかは今

後の検討課題である。

　私設網は、公衆網からの着信呼の着信転送先が公衆網内にある場合、公衆網に対して着信転送を行うよ

う要求することができる。

　私設網はまた、オプションとして、着信転送に用いるために中継網選択か網特有ファシリティのどちら

かか、もしくは両方を指定しうる。

　ＩＳＤＮ（公衆網または私設網）内で、各々の呼の着信転送回数の合計は制限される（3.3.2 節参照）。

　私設ＩＳＤＮで、例えばＣＣＢＳのように６章に規定される以外の種類のサービスとの相互作用が起き

る場合、私設ＩＳＤＮはその結果に対して必要な予防措置を提供する。

　相手ユーザが異なる網にいる場合、相手ユーザへの通知は、通知が適用される時には、相手ユーザに転

送するために相手ユーザの網に送られる。

６．他の付加サービスとの相互作用

6.1　コールウェイティング

　発信ユーザ：どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

　着信ユーザ：着信ユーザがＣＦＵを活性化している場合、転送条件の実行はコールウェイティングに優

先する。ＣＦＵは、呼が待っている間でもその呼の状態を変化させることなく活性化できる。

　転送先ユーザ：転送された呼はコールウェイティングを起動されうる。

6.2　コールトランスファ

6.2.1　着信転送された呼のコールトランスファによる転送

　発信ユーザ：発信ユーザは、着信転送された呼をコールトランスファにより転送できる。

　着信ユーザ：どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

　着信転送先ユーザ：コールトランスファによる転送先のユーザがＣＦＵを活性化し、かつ着信転送条件

に合致する場合、コールトランスファにより転送された呼は、着信転送される。着信転送先ユーザは、着

信転送された呼をコールトランスファにより転送できる。

6.2.2　コールトランスファにより転送中の呼の着信転送

　コールトランスファにより呼を転送されたユーザは、コールトランスファによる転送呼を着信転送でき

る。

6.3　接続先番号通知

　発信ユーザに対する転送先番号の通知は着信転送サービスの一部であり、発信ユーザがＣＯＬＰを起動

して通知を要求する必要はない。

　サービス対象ユーザ（転送元ユーザ）が、発信ユーザに対して着信転送を通知しないオプションを選択

している場合、発信ユーザは転送通知を受け取らない。さらに、発信ユーザが特権加入者属性を持たない
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限り、発信ユーザは呼の応答時に接続先番号を受け取らない。

　サービス対象ユーザ（転送元ユーザ）が、発信ユーザに対して転送先番号を含まない通知をするオプシ

ョンを選択している場合、発信ユーザが特権加入者属性を持たない限り、発信ユーザは呼の応答時に接続

先番号を受け取らない。

6.4　接続先番号通知制限

　転送先ユーザがＣＯＬＲ“固定モード”に加入している場合、転送先番号は着信転送通知に含まれない。

　転送先ユーザがＣＯＬＲ“一時モード”に加入している場合、呼の呼び出し状態の間は発信ユーザに対

する転送先ユーザに番号の通知は許可されない。しかし、転送先ユーザの契約する接続先番号は、呼の応

答時にＣＯＬＲ一時モード操作に基づいて提供されうる。

　上記のいずれの状態においても、ＣＯＬＰに加入し、かつ特権加入者属性を持つ発信ユーザは、転送通

知情報の一部として転送先番号を受け取ることはできないが、呼の応答時に接続先番号を受け取るために

ＣＯＬＰを起動することはできる。

6.5　発信者番号通知

　着信ユーザ：ＣＬＩＰサービスに加入している場合、着信ユーザは転送されてきた全ての呼の発信者番

号を受け取れる。

　転送先ユーザ：ＣＬＩＰサービスに加入した転送先ユーザは、発信ユーザがＣＬＩＲサービスに加入し

ていないか、もしくは活性化していない場合、発信ユーザの番号を受け取れる。

6.6　発信者番号通知制限

　発信ユーザ：発信者番号通知制限が適用され活性化されているとき、転送先ユーザが特権加入者属性を

持たない限り、発信者番号は転送先ユーザに通知されない。

6.7　閉域接続

　発信ユーザと転送元ユーザとの間のＣＵＧ制限は、満たされなくてはならない。複数回の着信転送の場

合、各々の中継転送点において、発信ユーザと転送元ユーザとの間のＣＵＧ制限は満たされなくてはなら

ない。さらに、発信ユーザと転送先ユーザとの間のＣＵＧ制限はエンド・エンドで満たされなくてはなら

ない。

　着信ユーザ／転送先ユーザ：呼が着信転送される場合、転送による接続先において、発信ユーザと転送

先ユーザとの間のＣＵＧ制限の新たなチェックが行われる。着信転送による接続先へ送られるＣＵＧ情報

は、発側網より送られる発信ユーザのＣＵＧ情報と同一である。

6.8　会議通話

　発信ユーザ：会議のコントローラが会議通話を構成しようとして、着信転送を活性化しているユーザを

呼び出す場合、転送先ユーザは呼び出しを受けて会議に加わることができる。

　着信ユーザ：どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

　転送先ユーザ：転送先ユーザは、転送呼を会議接続の１つとして使用することで会議通話を構成できる。

転送されてきた呼は、転送先ユーザにより会議通話に加わることができる。

6.9　ダイレクトダイヤルイン

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。
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6.10　着信転送

6.10.1　ビジー時着信転送

　ＣＦＵはＣＦＢに優先して起動される。

6.10.2　無応答時着信転送

　ＣＦＵはＣＦＮＲに優先して起動される。

6.10.3　無条件着信転送

　適用されない。

6.10.4　呼毎着信転送

　ＣＦＵの起動はＣＤに優先する。

6.11　代　表

　発信ユーザ：どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

　着信ユーザ：着信転送を代表群の全部または一部に設定することができる。転送手順を代表群の一部に

のみ要求する時には、転送元ユーザはサービスの活性化時にどのアクセスからサービスが起動されるかを

指定しなければならない。

　代表群の一部に関連したこのサービスの作動のために手順がすべて完了している必要がある。一般に着

信転送は、代表に優先して動作する。

　転送先ユーザ：転送された呼は、代表ユーザとの接続が成功した場合、通常呼として扱われる。

6.12　三者通話

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.13　ユーザ・ユーザ情報転送

　ユーザ・ユーザ情報転送サービスとの相互作用の詳細については、標準ＪＴ－Ｉ２５７〔Ｉ〕付属資料

Ａを参照。

無条件着信転送を活性化しているユーザの発信呼：

　無条件着信転送は転送元ユーザの発信に対して影響を及ぼさないため、無条件着信転送を活性化してい

るユーザは、発信呼に関連して、もしくは新しい呼の設定時にＵＵＩを送信および受信できる。

無条件着信転送を活性化しているユーザへの着信呼：

　呼の設定要求に伴ったＵＵＩまたはＵＵＳの要求は、呼と共に着信転送される。

　注）網提供者のオプションとして、ＵＵＩおよび／またはＵＵＳ要求の着信転送は、該当するＵＵＳサ

ービスに加入している転送先ユーザに対してのみに制限できる。

着信転送後：

　通信中に、ＵＵＳサービス３が要求されうる。

6.14　複数加入者番号

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。
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6.15　保　留

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.16　課金情報通知

　ＪＴ－Ｉ２５６〔Ⅱ〕の、ＣＦＵとの相互作用を参照。

6.17　優先割り込み

　無条件着信転送サービスはＭＬＰＰサービスより優先する。

　呼の優先レベルは着信転送プロセスの間保存され、転送先ユーザは割り込まれる。

　着信ユーザが無条件着信転送を活性化し、かつ着信ユーザが代替ユーザを設定している場合、着信転送

手順は代替ユーザへの転送に優先して実施される。優先呼が着信転送（複数回の着信転送を含む）され、

かつ転送先ユーザが設定された時間（典型は３０秒）内に応答しない（例えば、呼への無応答か無確認、

同時もしくはより高位の優先呼のための着信ユーザビジー、または着信ユーザがビジーかつ割り込み不

可）場合、呼は最初に着信した加入者の代替ユーザに転送される。代替ユーザが設定されていない場合、

呼は通常手順に従って着信転送される。

6.18　優　先

　優先サービスはＡ－Ｂ接続に制限される。

6.19　悪意呼通知

　悪意呼通知サービスは着信転送されてきた呼に対しても起動できる。悪意呼通知サービスの通常手順に

加えて、さらに着信者番号が登録され、網のオプションとして最後の転送元ユーザが登録される。

　一旦着信転送が行われた後、転送元ユーザは悪意呼通知サービスを起動できない。

6.20　発信規制

　ＯＣＢの活性化より以前にＣＦＵが活性化されている場合、活性化されているＯＣＢのバージョンの規

制にかかわらず呼は着信転送される。即ち、この場合２つのサービス間の相互作用は存在しない。

　ＯＣＢの活性化以降にＣＦＵが活性化された場合、活性化されているＯＣＢバージョンの規制条件のも

とで発信可能な接続先にのみ呼を着信転送できる。

6.21　着信課金

　ユーザＡ、ＢおよびＣが全て異なる網に加入している場合、Ｃに対して全ての課金を行う着信課金は許

可されない。

　着信転送された呼の課金は各レグ単位に行われるため、着信課金は要求を受けたレグにおいてのみ行わ

れる。

　発信ユーザからの着信課金ケースｂ要求は、着信転送された呼については常に拒否される。

　着信ユーザの要求する着信課金ケースｂ、および着信課金ケースｃは最後のレグにおいてのみ要求可能

である。

　着信課金ケースａおよびｄに関して、以下の制限が適用される。

　 1) レグＡ－Ｂ１において、ユーザＢ１が着信課金ケ－スｄに加入している場合のみ着信課金は実施さ

れる。ユーザＡは着信課金ケ－スａを要求していてもしていなくてもよい。

　 2) レグＢｍ－Ｂｍ＋１において、ユーザＢｍ＋１が着信課金ケ－スｄに加入している場合のみ着信課
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金は実施される。ユーザＢｍは呼毎着信転送の要求とともに着信課金ケ－スａを要求していてもして

いなくてもよい。

　　注）これ以外の着信転送の場合には、ユーザＢｍは出接レグにおいて着信課金を要求することはでき

ない。

　 3) レグＢｎ－Ｃにおいて、以下が適用される。

－ユーザＣが着信課金ケ－スｄに加入している場合、着信課金は常に実施される。

ユーザＢｎは呼毎着信転送の要求とともに着信課金ケ－スａを要求していてもしていなくてもよい。

　　注）これ以外の着信転送の場合には、ユーザＢｎは出接レグにおいて着信課金を要求することはでき

ない。

　　－ユーザＣが着信課金ケ－スｄに加入していない場合、ユーザＢｎが呼毎着信転送の要求とともに着

信課金ケ－スａを要求し、ユーザＣが呼接続時に着信課金要求を受け入れる場合のみ着信課金は実

施される。

6.22　サブアドレス

　最初の着信者番号に関連するサブアドレスは、呼が着信転送される場合には転送されない。

７．動的記述

　ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅱ〕ＣＦＢの動的記述を参照（ＣＦＢ、ＣＦＮＲ、ＣＦＵおよびＣＤを包含する）。
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付録　用語一覧（ＪＴ－Ｉ２５２〔Ⅳ〕）

　　　　［Ａ］

　　active phase of the call 通信中

　　administrative reason サービス提供者の理由

　　alternate party 代替ユーザ

　　attenuation 減衰

　　　　［Ｃ］

　　call diversion 着信転送

　　call forwarding unconditional 無条件着信転送

　　connected line identity 接続先番号

　　connected user’s identity 接続先番号

　　　　［Ｆ］

　　forwarded-to number 転送先番号

　　forwarded-to user 転送先ユーザ

　　forwarded-to user number 転送先番号

　　forwarded-to user’s connected number 転送先ユーザの契約する接続先番号

　　forwarded-to user’s number 転送先ユーザの番号

　　forwarding user 転送元ユーザ

　　free number 無料番号

　　　　［Ｉ］

　　international border crossing 国際接続

　　　　［Ｍ］

　　multiline group user 代表ユーザ

　　　　［Ｎ］

　　network specific facility 網特有ファシリティ

　　number of satellite hop 経由する衛星数

　　　　［Ｏ］

　　outgoing leg 出接レグ

　　override capability 特権加入者属性

　　override category 特権加入者属性

　　　　［Ｐ］

　　precaution 予防措置

　　prefix プレフィックス
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　　　　［Ｒ］

　　remote user 相手ユーザ

　　　　［Ｓ］

　　served user サービス対象ユーザ

　　subscripion option 加入契約オプション

　　　　［Ｔ］

　　tandem ISDNs 複数接続されたＩＳＤＮ

　　transmission delay 伝送遅延
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［Ⅴ］　呼毎着信転送

１．定　義

　呼毎着信転送（ＣＤ）は、サービス対象ユーザに対し、サービス対象ユーザのＩＳＤＮ番号に着信した

呼を他の番号へ転送することを網にリアルタイムに要求することを許可する。サービス対象ユーザの発信

には影響しない。

　注）通常、ＣＤサービスは各アクセス単位に提供される。（この場合、ＩＳＤＮ番号とアクセスとの間

には１対１の関係がある。）しかし、網は１つのインタフェース上に複数の番号を認識しうる。さ

らに、網は完全なＩＳＤＮ番号を認識しないことがありうる（例えば、ＤＤＩ）。これらの場合、

ＣＤサービスは網が認識可能であるＩＳＤＮ番号の部分を単位に提供される。

２．解　説

2.1　概　要

　あるＩＳＤＮ番号が与えられる時、この番号のユーザが加入する各々の基本サービスに対して、または

ユーザが加入する基本サービスの全てに対してまとめて、このサービス（オプションを含めて）への加入

がなされる。加入はＩＳＤＮ番号を単位とするため、この番号を使用する全ての端末に同一の呼毎着信転

送の加入契約が適用される。

　注）このサービス解説では、１つのＩＳＤＮ番号が複数のインタフェースで共用されないことを前提と

している。しかし、１つのＩＳＤＮ番号は同一インタフェース上の複数の端末で共用されうる。１

つのＩＳＤＮ番号を複数のインタフェースで共用するための手順は今後の検討課題である。

2.2　特殊用語

　サービス対象ユーザとは、あるＩＳＤＮ番号のユーザで、自分の番号への呼を着信転送することを要求

するユーザである。このユーザはまた、転送元ユーザまたは着信ユーザとも言われる。

　転送先ユーザとは、呼が着信転送される先のユーザである。

2.3　テレコミュニケーションサービスに適用する場合の条件

　ＣＤは、呼の設定時に呼び出し状態が必要である基本サービスに用いられ、また呼び出しが開始される

以前に呼を直ちに転送するためにも用いられる。

３．手　順

3.1　サービス提供／取消

　ＣＤはサービス提供者との事前契約を経た後、提供される。

　本サービスにはいくつかの加入契約オプションがある。オプションは、各々のＩＳＤＮ番号で加入する

各々の基本サービス毎に適用される。各々の加入契約オプションに対して、ただ１つの値を選択できる。

加入契約オプションは下記の通り要約される。



ＪＴ－Ｉ２５２ － 46 －

加入契約オプション 選択値

サービス対象ユーザは自分の番号を転送先

ユーザに通知する。

発信ユーザは呼が呼毎着信転送されたこと

を通知される（注参照）。

－　No

－　Yes

－　No

－　Yes、転送先番号あり

－　Yes、転送先番号なし

　注）発信ユーザＡへの着信転送通知は、網提供者のオプションとして提供されうる。

　本サービスは、加入者の要求またはサービス提供者の理由からサービス提供者により取消される。

3.2　通常手順

3.2.1　サービスの活性／非活性／登録

　呼毎着信転送は、サービスオーダによる加入の完了により活性化し、他の手続きを必要としない。ＣＤ

の非活性化もまたサービスオーダにより行われる。

3.2.2　シーケンスの起動と動作

　ＣＤに加入した場合、サービス対象ユーザは呼に応答するかわりに呼を他の番号に転送することを要求

できる。これを行うため、ユーザは網に対し転送先番号を伴う呼毎着信転送の表示を送信する。

　サービス対象ユーザは、オプションとして、自分の番号を転送先ユーザに通知する、もしくは通知しな

いことの表示のためにプライバシー選択を含めうる。プライバシー選択が転送要求内にある場合、この選

択はその着信転送において予め決められた加入契約値‘サービス対象ユーザは自分の番号を転送先ユーザ

に通知する’より優先される。

　この表示の中で、サービス対象ユーザはまた、着信転送に用いるために中継網選択か網特有ファシリテ

ィのどちらか、もしくは両方を指定しうる。サービス対象ユーザがこの情報を提供しない場合、網はデフ

ォルト値を用いる。

　この起動は、（予め端末にプログラムされた情報を用いて）端末から自動的に着信呼に起動の応答をす

るか、または端末ユーザ自身が起動の動作するかのどちらかで行われる。

　ポイント・マルチポイント構成では、ある端末からの呼毎着信転送要求が受理されるかどうかは同じ呼

に対する他の端末の応答によって決まる。２つのケースに区別される。

　 ａ） 網からの呼要求に対し、端末がすぐに呼毎着信転送を要求する。このケースでは、呼の要求に対

して他の端末が応答せず、呼び出し状態に遷移しない場合のみ、網は転送要求を受理する。

　 ｂ） 端末または端末ユーザが呼び出されている間に呼毎着信転送を要求する。このケースでは、他の

端末がその間に応答しなかった場合に、網は転送要求を受理する。

　どちらのケースにおいても、呼毎着信転送要求が複数ある場合、網は最初の要求のみを受理する。
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　ユーザがこのサービスに加入している場合、網は通知された番号へ呼毎着信転送を行い、着信ユーザ

（サービス対象ユーザ）への呼を明白な通知とともに解放する。呼び出し後の呼毎着信転送については、

網は下記のいずれかの動作をとる。

　 ａ） 転送先ユーザの呼び出しが開始されるまでサービス対象ユーザへの呼を保留する。

　 ｂ） 呼毎着信転送要求を受理するとともにサービス対象ユーザへの呼を解放する。

　呼び出し以前の呼毎着信転送においては、ケース‘ｂ’のみが適用される。

　転送先ユーザは、呼が呼毎着信転送されたことの通知を受ける。

　転送先ユーザは、オプションとして以下の情報もまた受け取りうる。

　　　　１）最初の着信者番号Ｂ１

　　　　２）最初の転送理由

　　　　３）最後の転送元番号Ｂｘ

　　　　４）最後の転送理由

　（他の付加サービスの使用に伴い、転送先ユーザＣは、発信ユーザＡの番号やユーザ・ユーザ情報など

の情報も受け取りうる。他の付加サービスとの相互作用の記述参照。）

　加入契約オプションにより、サービス対象ユーザは、着信転送が起動されたことを発信ユーザに通知し

ないよう要求することができる。この場合、発信ユーザは何の情報も通知されない。また、サービス対象

ユーザによる何の情報も転送しないという要求は、発信ユーザによるＣＯＬＰの起動より優先される。

　サービス対象ユーザが、呼が着信転送されたことが発信ユーザに通知されるよう要求した場合、追加オ

プションとして、この情報は転送先番号を含みうる。

　以下の発信ユーザＡへの通知手順は、網提供者オプションである。発信ユーザＡへの通知は、サービス

対象ユーザがオプション“発信ユーザは呼が着信転送されたことを通知される”に加入している場合にの

み行われる。

　最初の着信転送に対し、およびそれに引き続くＣＦＮＲか、もしくは呼び出し後のＣＤ起動に対し、網

はサービス対象ユーザの加入契約オプションのパラメータに応じて以下の動作をとる。

　 １） パラメータが“発信ユーザへの通知なし”にセットされている場合、発信ユーザには何の通知も

されない。

　 ２） パラメータが“発信ユーザに転送先番号を除いて呼の着信転送を通知する”にセットされている

場合、以前の転送元ユーザが上記１）と同様に何も通知しないことを要求していない限り、発信ユ

ーザは呼が着信転送されたことを転送先番号なしで通知される。

　 ３） パラメータが“発信ユーザに転送先番号を含めて呼の着信転送を通知する”にセットされている

場合、以前の転送元ユーザが上記１）と同様に何も通知しないことを要求していない限り、発信ユ

ーザは呼が着信転送されたことを通知される。さらに、（例えばユーザＣにおいて）呼び出しが行

われる場合、以前の全ての着信転送における全てのサービス対象ユーザがオプション“発信ユーザ

に転送先番号を含めて呼の着信転送を通知する”に加入しているならば、呼び出しが開始される時
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に現在の転送先番号の通知が行われる。

　転送先番号を転送することは、転送先ユーザによる他の付加サービスの起動により制限を受けることが

ある。

3.3　例外手順

3.3.1　サービスの活性／非活性／登録

　適用されない。

3.3.2　シーケンスの起動と動作

　あるユーザが、その呼に関連する他のユーザのアドレスをそのユーザへの通知の一部として通知されう

る場合（例えば発信ユーザが転送先ユーザのアドレスを通知される場合、転送先ユーザが（複数回の着信

転送において）転送元ユーザと最初の転送元ユーザのアドレスを通知される場合、またはサービス対象ユ

ーザが他のユーザのアドレスを通知される場合）、そのアドレス情報が利用できない（例えばアドレス表

示制限、または相互接続により）ならば、アドレスを通知されるはずのユーザは、アドレスを通知できな

い理由を伴った表示を通知される。

　あるＩＳＤＮまたは複数接続されたＩＳＤＮ内において、各々の呼における着信転送回数の合計は制限

される。このような接続の最大数は３から５に制限される。これは、無限ループを防ぐためである。

　システムが呼毎着信転送要求を受理できない場合、サービス対象ユーザは転送が失敗したことを通知さ

れる。起こりうる理由を以下に示す。

　　　　i) サービスに加入していない。

　　　　ii) 転送先ＩＳＤＮ番号が無効である。

　　　　iii) オペレータへのプレフィックスを使用する。

　　　　iv) 転送先ＩＳＤＮ番号のテレコミュニケーションサービスが、加入している制約条件（例えば、

グループ制限）に違反する。

　　　　v) 転送先ＩＳＤＮ番号が同一局内の無料番号である。

　　　　vi) 情報が不十分である。

　　　　vii) 要求されたテレコミュニケーションサービスが転送先ＩＳＤＮ番号には提供されない。

　　　　viii) 転送先番号が特殊番号（例えば警察）である。

　　　　ix) 転送先番号がサービス対象ユーザ自身の番号である。

　　　　x) 転送接続回数が制限数に達した。

　しかし、網は転送先ユーザに関する情報を確認する必要はない。

　呼毎着信転送された呼が転送先に着信できない場合、網のオプションとして、網は以下のいずれかの動

作をとる。

　 ａ） 転送元ユーザとの呼を継続する。このオプションにおいては、転送元ユーザの呼び出しが開始さ

れていた場合には呼び出しは中断されないことに注意されたい。

　 ｂ） 呼を発信ユーザに到るまで解放し、呼が不成功だった表示を送る。この表示は、呼が着信転送さ

れたことを明白には示さない。予めＣＦＮＲか、もしくは呼び出し後にＣＤが起動されている場合
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には、サービス対象ユーザまでの呼が全て解放される。

　呼び出し以前の呼毎着信転送に対しては、ケース“ｂ”のみが適用される。

3.4　代替手順

3.4.1　サービスの活性／非活性／登録

　規定されない。

3.4.2　シーケンスの起動と動作

　規定されない。

４．課金のための網機能

　課金原則は、この標準の範囲外である。

５.相互接続での要求条件

　１つ以上の網、例えばＰＳＴＮからＩＳＤＮを経て他のＰＳＴＮや、異なる国あるいは異なる大陸のＩ

ＳＤＮ間、を経由する着信転送が起動された場合、サービスパラメータの質が低下しうる。例として影響

を受けうるパラメータを挙げると：

　　　　－　呼設定時間

　　　　－　伝送遅延

　　　　－　ビットエラーレート

　　　　－　オーディオ信号の減衰

　各国の実状に応じ、網は何らかの予防措置、例えば転送レグ数の制限、国際接続数の制限、経由する衛

星数の制限などを提供しうる。

5.1　非ＩＳＤＮとの相互接続

　転送先番号がＩＳＤＮ内にない場合、相互接続状態にあるという。

　一旦呼がＩＳＤＮ網から出た場合、呼の着信転送される回数は、このＩＳＤＮ網には制限を受けない。

　着信転送された呼が相互接続状態に出会った場合、相互接続表示が発信ユーザに対して送られる。この

表示は、呼が着信転送されたことを明白には示さない。

　相互接続される場合、適当なトーンおよび／またはアナウンスが提供される。

　注）呼が一旦非ＩＳＤＮ網に着信転送されたならば、それ以上の転送および／または発信ユーザへの通

知はこの標準の範囲外である。

5.2　私設ＩＳＤＮとの相互接続

　ＩＳＤＮ（公衆網または私設網）内で、各々の呼の着信転送回数の合計は制限される（3.3.2 節参照）。

　相手ユーザが異なる網にいる場合、相手ユーザへの通知は、通知が適用される時には、相手ユーザに転

送するために相手ユーザの網に送られる。
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　私設網は、公衆網からの着信呼の着信転送先が公衆網内にある場合、公衆網に対して着信転送を行うよ

う要求することができる。ここでは、公衆網と私設網とが協調することを仮定している。

　私設網はまた、オプションとして、着信転送に用いるために中継網選択か網特有ファシリティのどちら

か、もしくは両方を指定しうる。

　私設ＩＳＤＮで、例えばＣＣＢＳのように６章に規定される以外の種類のサービスとの相互作用が起き

る場合、私設ＩＳＤＮはその結果に対して必要な予防措置を提供する。

６．他の付加サービスとの相互作用

　呼毎着信転送と他の付加サービスとの相互作用は、一般的には無条件着信転送と他の付加サービスとの

相互作用と同一である。このため、相互作用が「ＣＦＵと同様」と記述されている場合、「無条件着信転

送」を「呼毎着信転送」に置き換える以外はＣＦＵの標準の記述通りである。

6.1　コールウェイティング

　発信ユーザ：ＣＦＵと同様（ＪＴ-Ｉ２５２［Ⅳ］参照）。

　着信ユーザ：コールウェイティング通知の応答としてＣＤを用いることができる。

　転送先ユーザ：着信転送された呼はコールウェイティングを起動されうる。

6.2　コールトランスファ

　ＣＦＵと同様（ＪＴ-Ｉ２５２［Ⅳ］参照）。

6.3　接続先番号通知

　発信ユーザに対する転送先番号の通知は着信転送サービスの一部であり、発信ユーザがＣＯＬＰを起動

して通知を要求する必要はない。

　サービス対象ユーザ（転送元ユーザ）が、発信ユーザに対して着信転送を通知しないオプションを選択

している場合、発信ユーザは転送通知を受け取らない。さらに、発信ユーザが特権加入者属性を持たない

限り、発信ユーザは呼の応答時に接続先番号を受け取らない。

　サービス対象ユーザ（転送元ユーザ）が、発信ユーザに対して転送先番号を含まない通知をするオプシ

ョンを選択している場合、発信ユーザが特権加入者属性を持たない限り、発信ユーザは呼の応答時に接続

先番号を受け取らない。

6.4　接続先番号通知制限

　転送先ユーザがＣＯＬＲ“固定モード”に加入している場合、転送先番号は着信転送通知に含まれない。

　転送先ユーザがＣＯＬＲ“一時モード”に加入している場合、呼の呼び出し状態の間は発信ユーザに対

する転送先ユーザの番号の提供は許可されない。しかし、転送先ユーザの契約する接続先番号は、呼の応

答時にＣＯＬＲ一時モード操作に基づいて提供されうる。

　上記のいずれの状況においても、ＣＯＬＰに加入し、かつ特権加入者属性を持つ発信ユーザは、転送通

知情報の一部として転送先番号を受け取ることはできないが、呼の応答時に接続先番号を受け取るために

ＣＯＬＰを起動することはできる。
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6.5　発信者番号通知

　ＣＦＵと同様（ＪＴ-Ｉ２５２［Ⅳ］参照）。

6.6　発信者番号通知制限

　ＣＦＵと同様（ＪＴ-Ｉ２５２［Ⅳ］参照）。

6.7　閉域接続

　発信ユーザと転送元ユーザとの間のＣＵＧ制限は、満たされなくてはならない。複数回の着信転送の場

合、各々の中継転送点において、発信ユーザと転送元ユーザとの間のＣＵＧ制限は満たされなくてはなら

ない。さらに、発信ユーザと転送先ユーザとの間のＣＵＧ制限はエンド・エンドで満たされなくてはなら

ない。

　着信ユーザ／転送先ユーザ：呼が着信転送される場合、転送による接続先において、発信ユーザと転送

先ユーザとの間のＣＵＧ制限の新たなチェックが行われる。着信転送による接続先へ送られるＣＵＧ情報

は、発側網より送られる発信ユーザのＣＵＧ情報と同一である。

6.8　会議通話

　ＣＦＵと同様（ＪＴ-Ｉ２５２［Ⅳ］参照）。

6.9　ダイレクトダイヤルイン

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.10　着信転送

6.10.1　ビジー時着信転送

　ＮＤＵＢ（網が決定したユーザビジー）の場合、着信呼は着信ユーザに対して提供されず、ビジー時着

信転送が呼毎着信転送に優先される。

　ＮＤＵＢ状態に出会わなかった場合、着信呼は着信ユーザに対して提供され、ＣＦＢと呼毎着信転送の

どちらが起動されるかはユーザの応答により決まる。両方の応答を受信した場合には、ＣＤ起動が“明白

な応答”と受け取られユーザビジー応答は無視される。

6.10.2　無応答時着信転送

　呼は着信ユーザに着信し、呼毎着信転送と無応答時着信転送のどちらが起動されるかは、ユーザの応答

による。

6.10.3　無条件着信転送

　ＣＦＵの起動はＣＤより優先される。

6.10.4　呼毎着信転送

　適用されない。

6.11　代　表

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。
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6.12　三者通話

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.13　ユーザ・ユーザ情報転送

　ユーザ・ユーザ情報転送サービスとの相互作用の詳細については、標準ＪＴ-Ｉ２５７［Ⅰ］付属資料

Ａを参照。

　呼び出し以前の呼毎着信転送：標準ＪＴ-Ｉ２５２［Ⅱ］ビジー時着信転送を参照（呼は、ユーザが決

定したユーザビジー状態が存在する場合と同様に扱われる）。

　呼び出し後の呼毎着信転送：標準ＪＴ-Ｉ２５２［Ⅲ］無応答時着信転送を参照。

6.14　複数加入者番号

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.15　保　留

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.16　課金情報通知

　呼設定時の課金情報

　　適用されない。

　通信中の課金情報

　　呼が着信転送され、転送元ユーザが呼の転送された区間に対して課金される場合、課金情報は転送元

ユーザには通知されない。

　呼解放時の課金情報

　　呼が着信転送され、転送元ユーザが呼の転送された区間に対して課金される場合、課金情報は呼の解

放時に転送元ユーザに通知される。

6.17　優先割り込み

　呼の優先レベルは着信転送プロセスの間保存され、転送先ユーザは割り込まれる。

6.18　優　先

　優先サービスはＡ－Ｂ接続に制限される。

6.19　悪意呼通知

　悪意呼通知サービスは着信転送されてきた呼に対しても起動できる。悪意呼通知サービスの通常手順に

加えて、さらに着信者番号が登録され、網のオプションとして最後の転送元ユーザが登録される。

　一旦着信転送が行われた後、転送元ユーザは悪意呼通知サービスを起動できない。

6.20　発信規制

　ＯＣＢの活性化以降にＣＤを起動した場合、活性化されているＯＣＢバージョンの規制条件のもとで発
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信可能な接続先にのみ呼を着信転送できる。

6.21　着信課金

　ユーザＡ、ＢおよびＣが全て異なる網に加入している場合、Ｃに対して全ての課金を行う着信課金は許

可されない。

　着信転送された呼の課金は各レグ単位に行われるため、着信課金は要求を受けたレグにおいてのみ行わ

れる。

　発信ユーザからの着信課金ケースｂ要求は、着信転送された呼については常に拒否される。

　着信ユーザの要求する着信課金ケースｂ、および着信課金ケースｃは最後のレグにおいてのみ要求可能

である。

　着信課金ケースａおよびｄに関して、以下の制限が適用される。

　 １） レグＡ－Ｂ1 において、ユーザＢ1 が着信課金ケースｄに加入している場合のみ着信課金は実施

される。ユーザＡは着信課金ケースａを要求していてもしていなくてもよい。

　 ２） レグＢm－Ｂm+1 において、ユーザＢm+1 が着信課金ケースｄに加入している場合のみ着信課金

は実施される。ユーザＢm は呼毎着信転送の要求とともに着信課金ケースａを要求していてもして

いなくてもよい。

　注）これ以外の着信転送の場合には、ユーザＢm は出接レグにおいて着信課金を要求することはできな

い。

　 ３） レグＢn－Ｃにおいて、以下が適用される。

　　　　－　ユーザＣが着信課金ケースｄに加入している場合、着信課金は常に実施される。ユーザＢn

　　　　　　は呼毎着信転送の要求とともに着信課金ケースａを要求していてもしていなくてもよい。

　注）これ以外の着信転送の場合には、ユーザＢn は出接レグにおいて着信課金を要求することはできな

い。

　　　　－　ユーザＣが着信課金ケースｄに加入していない場合、ユーザＢn が呼毎着信転送の要求とと

もに着信課金ケースａを要求し、ユーザＣが呼接続時に着信課金要求を受け入れる場合のみ

着信課金は実施される。

6.22　サブアドレス

　最初の着信者番号に関連するサブアドレスは、最初の着信ユーザには配送されるが、呼が着信転送され

る場合には転送されない。

７．動的記述

　ＪＴ-Ｉ２５２［Ⅱ］ＣＦＢの動的記述（ＣＦＢ，ＣＦＮＲ，ＣＦＵおよびＣＤを包含する）を参照。
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付録　用語一覧（ＪＴ-Ｉ２５２［Ⅴ］）

　　　　［Ａ］

　　administrative reason サービス提供者の理由

　　attenuation 減衰

　　　　［Ｃ］

　　call deflection 呼毎着信転送

　　call diversion 着信転送

　　connected line identity 接続先番号

　　connected user’s identity 接続先番号

　　　　［Ｄ］

　　deflected-to number 転送先番号

　　deflected-to user 転送先ユーザ

　　deflected-to user number 転送先番号

　　deflected-to user’s connected number 転送先ユーザの契約する接続先番号

　　deflected-to user’s number 転送先ユーザの番号

　　deflecting user 転送元ユーザ

　　diverted-to number 転送先番号

　　　　［Ｆ］

　　free number 無料番号

　　　　［Ｉ］

　　international border crossing 国際接続

　　　　［Ｎ］

　　network determined user busy 網が決定したユーザビジー

　　network specific facility 網特有ファシリティ

　　number of satellite hop 経由する衛星数

　　　　［Ｏ］

　　outgoing leg 出接レグ

　　override capability 特権加入者属性

　　　　［Ｐ］

　　precaution 予防措置

　　prefix プレフィックス

　　privacy selection プライバシー選択

　　　　［Ｒ］

　　remote user 相手ユーザ
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　　　　［Ｓ］

　　served user サービス対象ユーザ

　　service order サービスオーダ

　　service order process サービスオーダ

　　subscripion option 加入契約オプション

　　　　［Ｔ］

　　tandem ISDNs 複数接続されたＩＳＤＮ

　　transmission delay 伝送遅延

　　　　［Ｕ］

　　user determined user busy ユーザが決定したユーザビジー
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〔Ⅵ〕　代　表（Line Hunting）

１．定　義

　代表（ＬＨ）は複数のインタフェースに一つの特定のＩＳＤＮ番号を割当て、そのＩＳＤＮ番号に複数

の着呼を可能にする付加サービスである。

（注）代表サービスの拡大はインタフェースによる場合よりもＩＳＤＮ番号、又はアドレスの場合の方が

サービスの拡張性がある。

２．解　説

2.1　概　要

　代表に指定した複数のインタフェースは一つのノードに収容される。又は複数のノードにまたがり収容

されることもある。

　このサービスの効果的な利用法としてユーザの責任においてインタフェースに端末を用意できる。そこ

で発生する代表サービスにおける端末相互の互換性問題もユーザの責任範囲となる。

2.2　特殊用語

　下記に可能性のある選択方式の特殊用語について説明する。

　固定順位着信

　　固定順位着信法はグループ内の加入者にあらかじめ順位を付け着呼を順次割り当てる。

　ランダム着信

　　ランダム着信法はグループ内の空き状態の加入者にランダムに着呼を割り当てる。

　　選択方式のアルゴリズムは電気通信事業者のオプションである。

（注）個々のチャネル状態は選択基準に含まれる。

　インタフェースの選択はＮＤＵＢ（網の理由によるビジー）状態よりも情報チャネルの有用性に基く。

各々の適用するベアラサービスの一部の、ＩＳＤＮ番号、又は全てのＩＳＤＮ番号、又は予備のＩＳＤＮ

番号がインタフェースで使用できる情報チャネルの最大値はオプションである。

　尚、このことは他の付加サービスが適用された場合にも意味を持つ。

2.3　テレコミュニケーションサービスに適用する場合の条件

　この付加サービスは音声、3.1kHz オーディオベアラサービスと電話テレサービスに適用する。更に他

のサービスに適用する場合も有効である。

３．手　順

3.1　サービスの提供／取り消し

　代表は申込み可能なオプションと共に着呼側のサービスとして提供し、ＩＳＤＮ番号を提供する。

　申込みオプションを下記に示す。

　　　　　　　申込みオプション　　　　　　　値

　　　　　　　選択方式　　　　　　　　　－固定順位着信

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ランダム着信

　　　　　　　加入者　　　　　　　　　　－二つ以上のインタフェース登録
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3.2　通常手順

3.2.1　サービスの活性／非活性／登録

　代表は申込みによりサービスを開始し取り消し後サービスを停止する。

3.2.2　シーケンスの起動と動作

　代表はサービスを提供中のＩＳＤＮ番号への着呼に対しすでに定義した方式によりインタフェースを提

供する。インタフェースの指定は固定順位着信、又はランダム着信が可能である。

　インタフェースの選択方式は固定順位着信、又はランダム着信が可能である。選択のアルゴリズムはチ

ャネルの状態を参照する。

　一度、インタフェースが選択されれば、通常の呼設定手順が行なわれ、代表の手順は完了する。

　代表サービス加入者からの発信はこのサービスの影響を受けない。

3.3　例外手順

3.3.1　サービスの活性／非活性／登録

　適用されない。

3.3.2　サービスの提供／取り消し

　空きインタフェースが無い場合、代表サービスは行なわれずビジー表示を発呼側に通知する。

　もし、選択されたインタフェースに互換性のない端末が応答したならば代表サービスを提供せず呼は通

常手順により開放する。

　提供された呼がこのインタフェースで拒否された場合、その呼は通常手順により開放する。代表サービ

スは提供しない。

3.4　代替手順

3.4.1　サービスの活性／非活性／登録

　適用されない。

3.4.2　サービスの提供／取り消し

　適用されない。

４．課金のための網機能

　課金原則は、この標準の範囲外である。

５．相互接続での要求条件

　ＩＳＤＮと非ＩＳＤＮのインタフェースを含む代表の可能性は特別な代表として考慮しなければならな

い。これは検討課題である。

６．他の付加サービスとの相互作用

6.1　コールウエイティング

　コールウエイティングサービスは代表サービスに適用できない。

6.2　コールトランスファ

　どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。
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6.3　接続先番号通知

　どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.4　接続先番号通知制限

　どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.5　発信者番号通知

　どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.6　発信者番号通知制限

　どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.7　閉域接続サービス

　代表の空きインタフェースが発見された時いくつかのＣＵＧ制限は接続が確立する前に適合しなければ

ならない。

6.8　会議通話

　どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.9　ダイレクトダイヤルイン

　どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.10　転送サービス

6.10.1　ビジー時着信転送

　どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

　代表サービスからの転送が失敗した場合、ＣＦＢ（ビジー時着信転送）が起動する。

　（本文 3.3.2 参照）

6.10.2　無応答時着信転送

　どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.10.3　無制限着信転送

　無制限着信転送と代表付加サービスが同じＩＳＤＮ番号に申し込まれた場合、無制限着信転送サービス

が優先する。それ以上の情報はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ．２５２Ｄの無制限着信転送定義に含まれる。

6.11　代　表

　どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.12　三者通話

　どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。
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6.13　ユーザ・ユーザ情報転送

　どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.14　複数加入者番号

　どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.15　保　留

　どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.16　課金情報通知

　どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

７．動的記述

　本サービスの動的記述を図７－１／ＪＴ－Ｉ２５２　〔Ⅵ〕に示す。
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図７－１／ＪＴ－Ｉ２５２　〔Ⅵ〕　代表サービスのＳＤＬ図

　　　　　　　　　　　 (ITU-T　 I.252.6)
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〔Ⅶ〕イクスプリシット・コールトランスファ

１．定義

　ユーザはＩＳＤＮの付加サービスであるイクスプリシット・コールトランスファにより、発信呼でも着

信呼でもかまわないユーザに接続されている２つの呼におけるそれぞれの相手側を接続することができる。

２．解説

2.1　概要

　コールトランスファには３つの方法が確認されている。イクスプリシット・コールトランスファは以下

に記述されている。他の方法はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２５２［Ⅰ］とＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２５２．８に記述

されている。イクスプリシット・コールトランスファによって、ユーザは２つの呼を、その呼の相手側同

士を結ぶ新しい呼に変えることができる。転送の前に、２つの呼のうちの一つには応答されていて、もう

１つの呼は呼び出しされているか、応答されているかはネットワーク側のオプションによる。サービス対

象ユーザに着信呼は応答されていなければならない。

2.2　特殊用語

2.2.1　サービス対象ユーザと相手

　サービス対象ユーザとはイクスプリシット・コールトランスファに加入し、起動するユーザである。こ

のユーザをユーザＡとする。

　このサービスに関与する相手は、以下のように定義する。

　－ユーザＢとは、最初の（応答された）呼の相手側である。

　－ユーザＣとは、２番目の呼の相手側である。このユーザは第三者とも呼ばれる。

2.2.2　保留呼、非保留呼

　保留呼とは、保留サービスが現在起動している呼である（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２５３［Ⅱ］を参照）。

　非保留呼とは、保留サービスが現在起動していない呼である。

2.2.3　応答呼、呼び出し呼

　応答呼とは、コネクションが維持されている呼である（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２３１とＪＴ－Ｉ２４１を

参照）。

　呼び出し呼とは、受信者に呼があることを知らせる呼である（ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２３１とＪＴ－Ｉ

２４１を参照）。しかし、コネクションがまだ確立されていない。

2.3　テレコミュニケーションサービスに適用する場合の条件

　イクスプリシット・コールトランスファは全ての回線交換モード基本テレコミュニケーションサービス

に適応可能である。

３．手順

3.1　サービス提供／取消

　イクスプリシット・コールトランスファは、サービス提供者との事前処理により契約する。他のコール

トランスファサービス（たとえばシングルステップコールトランスファやノーマルコールトランスファ）

の契約は本契約の中にふくまれるか、またはサービス提供者により独立に提供される。

　イクスプリシット・コールトランスファの取消は、契約者の要求に基づくか、またはサービス提供者の
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理由によりサービス提供者が行う。

3.2　通常手順

3.2.1　サービスの活性／非活性／登録

　規定されない。

3.2.2　シーケンスの起動と動作

　サービス対象ユーザ（ユーザＡ）は２つの呼（ユーザＢおよびユーザＣとの間）により接続されている。

その呼は発信でも着信でもかまわない。ユーザは２つの呼においてイクスプリシット・コールトランスフ

ァの起動を要求できる。

　イクスプリシット・コールトランスファの起動要求の前に、以下のような状態が適用される。

　－２つの呼のうちのひとつ（ユーザＡとユーザＢとの呼として考える）は応答されている。

　－ユーザＡとユーザＣとの呼は応答されているか、サービス提供者のオプションであるがユーザＣに対

し呼び出している、そして

　－２つの呼のひとつは保留されている。

注１－２つの呼において両立を保証することはサービス対象ユーザの責任である。

注２－呼の１つは保留されるが、イクスプリシット・コールトランスファが起動した時、どちらの呼（ユ

　　　ーザＡとユーザＢ間、またはユーザＡとユーザＣ間）が保留であるかは関係ない。例えば、応答さ

　　　れている呼のユーザが呼を保留し、２番目の呼を準備する。その後、サービス対象ユーザは２つの

　　　呼を適当に保留または非保留状態に入れ替えられる。

　イクスプリシット・コールトランスファの起動が成功すると、それぞれユーザＡ・ユーザＢ間とユーザ

Ａ・ユーザＣ間の２つの呼はユーザＡとの接続から、ユーザＢとユーザＣとの間の呼に移される。

　転送時にユーザＣは呼があることを通知され、さらにユーザＣには通知され続け、応答するとユーザＢ

と接続される。

　サービス提供者は任意にユーザＢとユーザＣに転送の通知をし、第三者（ユーザＣ）が応答状態または

呼び出し状態であることをユーザＢに表示する。上記第２パラグラフに記述されているように、ネットワ

ークがサービス提供者オプションをサポートしている場合、転送された呼び出し呼に応答した後、応答状

態を表示するためにユーザＢは再び通知を受ける。

　いくつかの制限事項（６．１７．２章、６．１７．４章参照）にしたがって、ユーザＢのＩＳＤＮ番号

がユーザＣに通知される。

　いくつかの制限事項（６．１７．２章、６．１７．４章参照）にしたがって、ユーザＣのＩＳＤＮ番号

が以下のような時にユーザＢに通知される、それは、

　－　ユーザＡとユーザＣが通話中であれば転送時、または

　－　転送後にこれが発生した場合は、ユーザＣが応答したことをユーザＢに通知する時

転送が行われる通知を受けたあと、ユーザＢはサブアドレスを通知できる。ネットワークがサブアド

レス情報をユーザＢから受けたら、いくつかの制限事項とは関係なく独立にユーザＣに情報を通知す

る。（６．１７．２章、６．１７．４章参照）

　ユーザＡとユーザＣ間の呼が応答されると、ユーザＣは転送が起きたことの通知を受けた後、サブアド

レスを提供できる。ネットワークはユーザＣによって情報が提供された場合、いくつかの制限事項とは独

立にネットワークはそれをユーザＢに情報を通知する。（６．１７．２章、６．１７．４章参照）

　転送が起きた後、ユーザＣが呼に応答、サブアドレスを通知すると、ユーザＣが応答した呼がユーザＢ
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に通知された時に、ユーザＢはいくつかの制限事項（６．１７．４章参照）に従ってユーザＣのサブアド

レスを受ける。

注－サブアドレスの他のユーザへの通知を望むユーザは、事前に自身の端末にサブアドレスを登録する必

　　要がある。

3.3　例外手順

3.3.1　サービスの活性／非活性／登録

　規定されない。

3.3.2　シーケンスの起動と動作

　イクスプリシット・コールトランスファの要求は、起動したユーザがイクスプリシット・コールトラン

スファに契約していない場合は、拒否される。

　また、ネットワークがユーザＢとユーザＣとの接続に失敗した場合にも拒否される（たとえば、ユーザ

Ｃがビジーの時、ネットワーク輻輳の時、転送制限に違反した時、ユーザＢとユーザＣへの両方の呼が無

応答であった場合、またはユーザＢとユーザＣへの両方の呼が保留中の場合）。

　ユーザＡは拒否の理由を通知され、ユーザＡとユーザＢ間、ユーザＡとユーザＣ間の２つの呼はイクス

プリシット・コールトランスファ要求が受けられた前の状態に戻る。

　ＩＳＤＮにおいて、イクスプリシット・コールトランスファの起動は、ユーザが制御不可能な接続が起

こる場合は拒否される。制御不可能な接続とは、ユーザが属していないネットワークにおいて、イクスプ

リシット・コールトランスファが起動し作られる接続である。サービス対象ユーザは拒否の理由を通知さ

れ、存在する呼はイクスプリシット・コールトランスファの起動前の状態に戻る。

　ユーザＢ又はユーザＣのＩＳＤＮ番号が、もう一方のユーザに与えられなかった場合（たとえば、番号

通知制限や番号が無効による）、ＩＳＤＮ番号を与えるユーザが転送が起きた通知を受けた時、ＩＳＤＮ

番号が与えられなかった理由の通知を受ける。

3.4　代替手順

3.4.1　サービスの活性／非活性／登録

　規定されない。

3.4.2　シーケンスの起動と動作

　規定されない。

４．課金のための網機能

　課金原則は、この標準の範囲外である。

５．相互接続での要求条件

　いくつかの、非ＩＳＤＮ、又は、私設ＩＳＤＮが接続されたネットワークとの相互接続において、ユー

ザＢとユーザＣの両方が非ＩＳＤＮユーザの時、イクスプリシット・コールトランスファの起動による接

続が、制御可能かどうかはわからない。このような場合、イクスプリシット・コールトランスファは拒否

され、そのようになった場合、サービス対象ユーザは拒否理由を通知され、存在する呼はイクスプリシッ

ト・コールトランスファの起動前の状態に戻る。
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5.1　非ＩＳＤＮとの相互接続

　転送されるユーザが非ＩＳＤＮの場合、転送ユーザを通知することは不可能である。また、非ＩＳＤＮ

の転送されるユーザのアドレスは利用できない（たとえば、情報なし、または、ネットワーク提供者間の

制限の合意による）。

5.2　私設ＩＳＤＮとの相互接続

　ネットワークオプションとして、イクスプリシット・コールトランスファは以下の条件が満たされてい

る時、私設ネットワークによって起動される。

　－　両方の呼が応答されたか、又は、ネットワークオプションとして、呼のうちの１つが呼び出し中で

　　ある

　－　どの呼も保留呼ではない

　－　ユーザＢとユーザＣが公衆ネットワーク経由で接続され、

　－　ＡとＢの呼と、ＡとＣの呼の両方が同じ加入者交換機経由で私設ネットワークに接続されている

　私設ネットワークが、多重された基本インタフェースや一次群速度インタフェース経由でＩＳＤＮと接

続された場合、いくつかの場合においてイクスプリシット・コールトランスファの起動が不可能である。

　リモートユーザが、異なるネットワーク上にいる時（たとえば、あるユーザが私設ＩＳＤＮ上で、もう

一人のユーザが公衆ＩＳＤＮ上）、リモートユーザへの通知は、リモートユーザへの転送のために、リモ

ートユーザのネットワークへ送られる。

　これらの通知に含まれる番号は国内番号、国内番号（ＩＴＵ－Ｔ勧告準拠）、または国際ＩＳＤＮ番号

の形で通知される（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４を参照）。

　公衆ＩＳＤＮに接続されているユーザＡと私設ＩＳＤＮまたは私設ＩＳＤＮと相互接続されている非Ｉ

ＳＤＮに接続されている非ＩＳＤＮユーザであるところのユーザＢとユーザＣにおける、公衆ＩＳＤＮと

私設ＩＳＤＮとの相互接続が生じた場合、公衆ＩＳＤＮと私設ＩＳＤＮとの連係に、結果として起きる接

続がすくなくとも転送される呼を終端できる一人のユーザを含むことを決定できることが要求される。

実装の仕方によっては、この連係は必ずしも必要ではない。このようなケースは５章の最初に記述されて

いる。この連係により、ユーザが制御できない接続となる場合、イクスプリシット・コールトランスファ

の起動は拒否され、サービス対象ユーザは拒否理由を通知され、存在する呼はイクスプリシット・コール

トランスファの起動前の状態に戻る。

６．他の付加サービスとの相互作用

　イクスプリシット・コールトランスファと他の付加サービスとの相互作用に関して規定する。

相互作用について詳細に規定していない場合は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２５２［Ⅰ］または他の付加サービ

スのＴＴＣ標準を参照することとする。

6.1　課金情報通知サービス

6.1.1　呼設定時の課金情報通知

　ユーザＡが、呼設定時の課金情報通知付加サービスを活性化している状態で呼を転送すると、呼設定時

の課金情報通知付加サービスは完了したものと見なされる。

　ユーザＢおよびユーザＣでは、どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両

立する。

6.1.2　通信中の課金情報通知

　ユーザＡが、通信中の課金情報通知付加サービスを活性化している状態で呼を転送すると、その時まで
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の課金情報が小計課金としてユーザＡに送られる。そして、通信中の課金情報通知の付加サービスは完了

したものと見なされる。

注－ユーザＡが、ユーザＢおよびユーザＣとの呼に通信中の課金情報通知付加サービスをそれぞれ活性

　　化している場合、ユーザＡは両方の呼について課金情報を別々に受信する。

　ユーザＢおよびユーザＣでは、どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両

立する。

6.1.3　呼終了時の課金情報通知

　ユーザＡは転送された呼に対して課金され、転送前のどちらかの呼に対して呼終了時の課金情報通知付

加サービスを活性化していると、サービス提供者のオプションとして以下のいずれかが提供される。

ａ）転送された呼が終了すると、その呼に対する課金情報がユーザＡに送られる。

ｂ）呼が転送されると、転送された呼に対する課金情報通知サービスは利用できないことをユーザＡは受

け取り、転送前に呼終了時の課金情報通知サービスが起動されている２つの呼に対する課金情報を別々に

受け取る。そして、呼終了時の課金情報通知付加サービスは完了したものとして見なされる。

　ユーザＢおよびユーザＣでは、どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両

立する。

6.2　保留

　イクスプリシット・コールトランスファの起動は、保留された呼に影響を及ぼさずに両立する。

　転送されたユーザ（ユーザＢまたはユーザＣ）のうち、転送される前にどちらかのユーザがユーザＡに

対して保留した場合、結果として、転送された呼は片方のユーザによって保留され続ける。もう一方のユ

ーザ（ユーザＣまたはユーザＢ）は、保留されるユーザとしてユーザＡから置きかわる。

6.3　コールトランスファ

（注）応答される呼において、ユーザはコールトランスファを同時に起動することができる。しかし、こ

れは通常状態として見なされない。網は、この現象を確実に予防することはできない。同様に、網はユー

ザに有用であるところの通知を提供することを保証しない。多数のコールトランスファ付加サービスによ

って起きる１もしくはそれ以上の通知は生成され、このような通知の到着は呼に関係するユーザによって

起動されるタイミングに依存する。網は、これらの通知が起きた時に通知を転送することになる。

6.3.1　イクスプリシット・コールトランスファ

　通常の呼において、コールトランスファに加入しているユーザ（ユーザＡおよびユーザＢ）は共に、同

時に呼を転送することは可能である。すなわち、設定された呼において、ユーザＡとユーザＢがイクスプ

リシット・コールトランスファを利用可能である場合、ユーザＡは、ユーザＣに呼を転送するためにイク

スプリシット・コールトランスファを起動できる。一方、ユーザＢはユーザＤに呼を転送するためにノー

マルコールトランスファサービスを起動することができる。コールプログレス信号および他の通知は、そ

の信号が受信される時に適切な相手に送信される。

6.3.2　ノーマルコールトランスファ

　通常の呼において、コールトランスファに加入しているユーザ（ユーザＡおよびユーザＢ）は共に、同

時に呼を転送することは可能である。すなわち、設定された呼において、ユーザＡとユーザＢがイクスプ
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リシット・コールトランスファを利用可能である場合、ユーザＡは、ユーザＣに呼を転送するためにイク

スプリシット・コールトランスファを起動できる。一方、ユーザＢはユーザＤに呼を転送するためにノー

マルコールトランスファサービスを起動することができる。コールプログレス信号および他の通知は、そ

の信号が受信される時に適切な相手に送信される。

6.4　コールウエイティング

　どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.5　閉域接続

　閉域接続の目的は、ある範囲では接続を行い、他は禁止することである。コールトランスファは、その

目的に準ずる。

　確実に転送するためには、２つの呼は同じ閉域接続に属する必要がある。

（注）ユーザ間の閉域接続制限は、最初の呼が設定されるときチェックされる。同様に次の呼が設定され

　　　るときにもチェックされる。

6.6　再呼出しサービス

6.6.1　話中時再呼出し

　どちらの付加サービスも他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.7　会議

6.7.1　会議通話

　会議主導者は他のユーザに会議を転送することはできない。呼が確立した後、他のユーザに会議の接続

を転送するために、会議参加者はイクスプリシット・コールトランスファを起動することができる。

6.7.2　ミート・ミー

　呼が確立した後、他のユーザにミート・ミーの接続を転送するために、ミート・ミー参加者はイクスプ

リシット・コールトランスファを起動することができる。

6.7.3　プリセット（未標準）

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.7.4　三者通話

　転送により各々の呼に影響を与えてしまう為、三者通話付加サービスを起動しているユーザは、イクス

プリシット・コールトランスファを起動することができない。ユーザは、転送することにより三者会議に

おける各々の呼に影響を与えてしまう三者通話付加サービスを解除しなければならない。

6.8　着信転送

6.8.1　呼毎着信転送

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

注）サービス提供者が、接続が確立したユーザや接続がまだ確立していないユーザへの呼の転送を行うオ

　　プションを提供し、２番目のユーザが呼毎着信転送付加サービスを活性化している場合、転送された

　　呼は更に転送される。
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6.8.2　ビジー時着信転送

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.8.3　無応答時着信転送

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

注）サービス提供者が、接続が確立したユーザや接続がまだ確立していないユーザへの呼の転送を行うオ

　　プションを提供し、２番目のユーザが呼毎着信転送付加サービスを活性化している場合、転送された

　　呼は更に転送される。

6.8.4　無条件着信転送

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.8.5　選択着信転送（未標準）

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.9　ダイレクトダイヤルイン

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.10　通話中ベアラ切替

　通話中ベアラ切替付加サービスは、その時呼に関係するユーザには利用できる。つまり、イクスプリシ

ット・コールトランスファの起動に成功した後、ユーザＡは通話中ベアラ切替付加サービスを起動できな

い。

6.11　ＩＳＤＮフリーフォン（未標準）

　ユーザＡがＩＳＤＮフリーフォン付加サービスにおける応答側でフリーフォンの呼を転送する場合、フ

リーフォン番号を発信したユーザは、転送された呼の情報を受信することも、転送された番号を受けるこ

ともない。

　ユーザＡがフリーフォンの呼における発信側で他のユーザに転送する場合、転送時においてフリーフォ

ン番号は他のユーザへの表示に用いられる。

6.12　代表

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.13　悪意呼通知

　転送ユーザ（ユーザＡ）は転送の起動に成功した後、悪意呼通知付加サービスを起動することはできな

い。

　転送が完了した後、転送されたユーザ（ユーザＢもしくはユーザＣ）は、悪意呼通知付加サービスを起

動することができる。その時網は、転送されたユーザ（ユーザＢとユーザＣ）の識別子と最後に転送した

ユーザ（ユーザＡ）の識別子を登録する。
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6.14　優先割り込み

　転送の後、転送された呼においては、呼の接続が確立した時に割り当てられている優先レベルが保持さ

れている。従ってこの呼は、異なった優先レベルを持った２つの接続から構成される。

6.15　複数加入者番号

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.16　名前通知

6.16.1　発信者名通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.16.2　発信者名通知制限

　転送前の呼におけるユーザＢとユーザＣの制限要求は、転送された呼の相手ユーザに対し、ＩＳＤＮ番

号の表示を制限するために用いられる。

6.17　番号通知

6.17.1　発信者番号通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.17.2　発信者番号通知制限

　転送前の呼における発信ユーザの制限要求は、転送された呼の相手ユーザに対し、ＩＳＤＮ番号の表示

を制限するために用いられる。

6.17.3　接続先番号通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.17.4　接続先番号通知制限

　転送前の呼における接続されたユーザの制限要求は、転送された呼の相手ユーザに対し、ＩＳＤＮ番号

の表示を制限するために用いられる。

　ユーザＣが転送後の呼に応答する場合、ユーザＣの接続先番号通知制限付加サービスに従って、ユーザ

ＣのＩＳＤＮ番号やサブアドレスの表示は制限される。

（すなわち、接続先番号通知制限付加サービスの通常動作に限る場合）

6.18　発信規制

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.19　着信課金

　発信ユーザからの要求によるケースＢの場合、網により拒否される。課金がレグ毎に行われ、呼のレグ

上のユーザが着信ユーザである場合、ケースＢやケースＣの要求ができる。

6.20　サブアドレス

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。
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6.21　私設番号計画サポート

　ユーザＡがユーザＢとの呼を確立し、この呼をユーザＢとユーザＣに転送しようとしていると想定する。

もし両方の呼が同じＰＮＰを用いている場合、転送が成功した後、番号はＰＮＰに従ってユーザＢとＣに

表示される。もしそうでない場合、番号はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４の番号計画に従って表示される。

　

6.22　端末移動

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.23　ユーザ・ユーザ情報転送

　イクスプリシット・コールトランスファが起動された時、既に活性化されているユーザ・ユーザ情報転

送サービスは網により解除される。

（注）活性化したユーザ・ユーザ情報転送サービスを利用できなくなる時、この呼におけるユーザに特別

　　　な通知はない。

　　　要求がある場合、サービス３による再交渉は、この呼におけるユーザの責任において行う。

７．動的記述

　本サービスの動的記述を図７－１／ＪＴ－Ｉ２５２［Ｉ］に示す。
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